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「第二の建学」と「地域との共生」への改革元年

八戸学院大学学報
2014年3月14日 八戸学院大学広報委員会発行　第79号

建学の精神
「神を敬し、人を愛する」
　八戸学院大学は、カトリック精
神に則る道徳教育を施し、高潔
なる人格の完成を期し、現代社
会が要請する有為の人材を育成
することを建学の精神とする。

　平成25年４月、八戸大学は「八戸学院大学」として第二
の建学へと新たな船出を果たした。幼稚園３園、高等学校
２校、専攻科、短期大学、そして八戸学院大学、全ての学
校に「八戸学院」という名称が冠され、無限の可能性を象
徴とした新しいロゴマークで統一された。青森県内はもと
より全国に青森県最大の学校法人の存在を改めて知らしめ
た。今後、系列高校の活躍などによりさらにその知名度と
存在感は高まるであろう。名称の統一は、それぞれの過去
に感謝しながらも、これから対処しなければならない少子
高齢化、18歳人口のさらなる減少と言う、避けて通れない
日本の課題に対し、法人全体が一致団結し果敢に取り組ん
でいく強い決意であった。
　本年度は、名称の変更以外にも多くの改革に着手した年
でもあった。学生の入学から就職までを一貫し責任を持っ
てサポートするキャリア支援への組織、委員会体制の変更。
また時代の変化とともに要請される教育内容の改革もス
ピード感を持って進める事ができた。設置された教育改革
プロジェクトにより、教養教育の充実、新しい教育技術の
導入検討、キャリア教育の拡充の３つの検討チームが検討
成果をまとめ、平成26年度からカリキュラムへの組み込み
など反映させる。自ら変化する事を避ける傾向にある教育
界であるが、本学は地方私学の課題に果敢に取り組み、今
後も未来を先取りし、地域と学生に解決策を提示していか
なければならない。
　大学の今後の方向性、未来の指針を策定するにあたり
「八戸学院」全体のリソースの分析再検討を行った。あら
たなブランドである「八戸学院」が名実共に改めて評価さ
れ確立されるには、ブランドとしての振る舞いと熟成され

る時間が必要である。信頼の中で築かれた不動のものが静
かに存在価値となる。地域の未来に要請される最高学府と
なる「第二の建学」は、教育改革の推進や新たな教育プロ
グラムだけでは達成実現は出来ない。本学のもつ強みを分
析し長期的な視点に立ち、その強みはさらに分析し強化す
ることが必要である。
　平成25年度は、学生の部活動教育の強化を図るために、
スポーツ部活動を拡充した。スピードスケート部の復部、
女子サッカー部の新設、陸上競技部に女子駅伝チームの新
設など、特に女子競技者が高校から進学しても競技を継続
することができ輝けるように環境を整備した。今後も北東
北で勉学スポーツともに輝く女子教育を更に強化する。ま
た引き続き、地域の各高校との共同の教育イベントやス
ポーツイベントを積極的に推進し高校大学連携、地域貢献
を推進した。
　平成26年度は、今まで以上に地域連携を強化する。地域
社会の変化を鑑み地域に求められる連携の姿を再検討し、
附置機関を中心に、地域文化の幅広い研究、地域産業の振
興発展、地域スポーツの活性化、国際交流の４つの分野に
て、本学の教員や研究リソースを行政機関や地域関係各所
と機動的に連携推進する。まさに地域の「知の拠点」とし
て生涯学習等の機関へと発展させていきたい。
　八戸学院大学の新たな「第二の建学」は、校名名称の統一、
教育内容の改革、部活教育の再強化、地域との積極的連携
にてやっとスタートの段となる。北東北の未来を先取りし
地域に期待され地域とともに輝く最高学府を目指したい。

八戸学院大学　学長　大谷　真樹
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八戸学院大学ビジネス学部の地域連携

種差海岸を活用した健康増進活動

― 階上町「力合わせ階上町ＰＲ」―

　八戸学院大学と階上町は「駅から PR事業」として、平成
25年７月13日から７月28日までの期間、ビジネス学部教員
並びに学生、階上町職員や地域住民との協働で、JR 八戸
駅や「リゾートうみねこ号」車内で観光パンフレットの配
布や階上駅での列車乗客の出迎えを行い、町の豊かな自然
や特産品をアピールし、階上町の魅力の発信に努めた。
　「駅から PR事業」は、階上町と大学との連携協力協定に
係る委託事業として、三陸復興国立公園に指定された階上
岳と階上海岸、同町で開催される「いちご煮祭り」の宣伝
など、町の観光資源を大学生の感性やアイデア、情報発信
力を活用し、広く PRすることを目的に、ビジネス学部教
員と学生を中心としたプロジェクトチームが企画立案した
ものである。
　特に JR八戸駅での新幹線利用客を対象とした町特産品
の「いちご煮の試食会」では、会場設営準備から司会進行
に至るまで学生が中心になって運営し活躍した。初日13日
には浜谷豊美階上町長もトップセールスに訪れ、約20分で
なくなる人気であった。

種差海岸を活用した健康増進活動
― シーサイドセラピーの効果の検証 ―

　人間健康学部では、種差海岸の持つ癒しの効果を地域健
康増進活動に活用するため、種差海岸の「シーサイドセラ
ピー」（海岸浴）の有用性を検討している。
　中高年者を対象に海岸環境（種差海岸の遊歩道約５.２ ㎞）
をゆっくりウォーキングすることによる、リラクゼーショ
ン効果を調べた。
　リラクゼーション効果をみるため、散策前後の唾液アミ
ラーゼ活性、血圧、心理的ストレス反応尺度を測定した。

― 田子町との地域連携「グリーン・ツーリズム研修会」―

　平成26年１月31日、田子町ガーリックセンターにて田子
町農産物美人華プロジェクト委員会主催によるグリーン・
ツーリズム研修会が開かれた。研修会の講師にビジネス学
部加来聡伸助教が招かれ、グリーン・ツーリズムによる地
域活性化の課題について報告が行われた。研修会では、グ
リーン・ツーリズム先進国であるヨーロッパの事例を基に、
双方向性の交流による観光創出は “学び ”がキー概念にあ
るとし、日本においては「子ども農山漁村交流プロジェク
ト」による学生との交流が観光地の発展に繋がる可能性が
あるとした。参加した農家からは「実行する農家を増やす
には、どうすれば良いか」等の質問があり、盛況に研修会
を終えた。

散策後、収縮期血圧、心理的ストレス反応測定尺度が明ら
かに低下していた。また一方、唾液アミラーゼ活性は低下
の程度は小さかった。これらの結果から、種差海岸の海岸
浴には、中高年者に対し、「リラクゼーション」効果があ
ることが、明らかとなった。
　種差海岸のウォーキングを習慣化することは、ストレス
軽減効果に加え、加齢に伴う生活機能低下（ロコモティブ
シンドローム）および寝たきりの予防、血圧の安定等、健
康増進の効果が得られることも期待できると思われる。
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平 成 24 年 度　学 位 記
授 与 式 式 辞

　今日、八戸大学・八戸短期大学を卒業される学生諸君、
卒業おめでとうございます。そしてこの巣立ちの日まで立
派に育まれられた保護者の皆様に心からお祝いを申し上げ
ます。またご来賓の皆様、ご多用のところご臨席賜り誠に
有り難うございます。
　皆さんが巣立たれる八戸大学・八戸短期大学は、４月か
ら皆さんとともに新たな次のステージへと挑戦します。両
校とも八戸学院という新しい名前を冠し、幼稚園から大学
まで一体となり、今まで以上に、地域の皆様とともに未来
に立ち向かう輝く地域の人材を育成する決意です。
　さて、皆さんは明日から様々な新しい事に取り組む事で
しょう。新しい職場、新しい目標へのチャレンジ、この４
年間、あるいは２年間・３年間の勉強や実習とは違う未知
の世界、新しい生活への期待に胸もときめいている事で
しょう。
　しかし、皆さんは必ず躓きます。壁に突き当たります。
挫折し悔し涙を流します。泣き叫んでもだれも助けてくれ
ない事もあるでしょう。理不尽な出来事に拳を振り上げて
空しさに天を仰ぐ事もあるでしょう。いえ必ず躓きます。
それが社会というものです。また否応無しに時代の変化、
環境の変化も皆さんを絶え間なく襲います。現実から目を
逸らしてばかりいると激変する社会に取り残されるでしょ
う。地方の未来を担う諸君は人一倍果敢に変化に立ち向か
わなければなりません。
　たったひとつの解決方法を、大学短大の教員を代表して
皆さんに教えましょう。「どんな困難にも決して動じない
高い志の目標を持つ事、そして常にまわりに自分のビジョ
ンとミッション、価値観を宣言することです」ミッション
とは宗教用語で神との契約です。生を授けられた自分が神
との誓いのもと、これから成し遂げるべき使命を宣言する
ことで皆さんの人生は変わるでしょう。普遍の誓いと宣言
がある限りどんな困難も乗り越えられるはずです。これが
荒れ狂う大海原へ旅立つ皆さんへの最後の教えです。
　皆さんは、使命を与えられたこの地の輝きでありそして
未来そのものです。
　諸君の未来に幸多かれ。
　卒業おめでとうございます。

　平成25年３月18日

八 戸 大 学　　学長　大谷　真樹
八戸短期大学　　学長　蛇口　浩敬

平成 25 年度　入学式式辞

　ようこそ美保野キャンパスへ。本日ここに、多くの八戸
学院の新学院生を迎えることとなりました。新しいエネル
ギーにあふれる春、そして何よりも、輝いた眼差しの新入
学生の皆さんと出会える春。私が１年の中で最も楽しみに
している季節です。
　新学院生の皆さん、入学おめでとうございます。また、
ご来賓並びに保護者の皆様にはご多用の所、ご臨席戴きま
してありがとうございます、深く御礼を申し上げます。
　４月１日、八戸大学は八戸学院大学として新たに生まれ
変わりました。
　今年は、皆さんと同様に、未来を白紙からデザインして
いく年となりました。八戸学院は「未来につながる場所」
です。その未来とは一体どこにあるのでしょうか？誰が与
えてくれるのでしょうか？それは皆さんの心の中にありま
す。いいえ頭の中にあるのです、全てを決めているのは皆
さんの脳です。目の前の課題を困難と判断するのか、可能
性があると見るのか、全ては皆さん自身の脳がコントロー
ルしています。　皆さんの未来を自分自身でコントロール
しなさい。さもなければ運命に支配されます。
　入学された皆さんは、これからそれぞれの学部、学科に
おいて専門の分野を学ぶことになります。皆さんに与えら
れている時間は限りがあります。しかし神は平等に時間を
与えてくださいました。この平等な限られた時間で、何を
学ぶか、何を得るのか。それは皆さん次第です。これから
の人生は常に自分で何かを選ぶ選択の連続です。どんな夢
を持つのか、どんな学生生活の過ごし方を選ぶのか、サー
クル活動、キャンパスの仲間とどんな出会いを選ぶのか、
すべて皆さんの選択次第です。
　限られた学習時間、学生生活の後に、皆さんが飛び出し
ていく社会は、大変厳しい世界です。その厳しい社会で、
皆さんがこれから問われるのは、単なる知識ではありませ
ん。荒波を乗り越えて、生き抜く知恵であり、突破力であ
り、そしてリーダーシップを発揮できる高い志の人間力で
す。そのようなたくましい人材が八戸学院から巣立つこと
を、社会は心から待ち望んでいます。どうしたら総合的に
人間力を高めることができるのでしょうか、答えは明確で
す。多いに学び、常に前向きな選択をし、果敢に挑戦する
ことです。
　皆さんは、無限の選択肢と挑戦する権利と、そして何度
でも失敗する自由を持っています。勇気を出して挑戦し、
大いに失敗しようではありませんか。そのフィールドが
「未来につながる場所」八戸学院です。
　入学おめでとうございます。

　平成25年４月６日
　

八戸学院大学　学長　大谷　真樹
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会 　 議

○合同教授会
・平成25年２月28日㈭（臨時）　３月21日㈭　

４月１日㈪　４月17日㈬　５月15日㈬
６月19日㈬　７月11日㈭（臨時）　７月17日㈬
８月６日㈬（臨時）　９月18日㈬　10月16日㈬
11月20日㈬　12月18日㈬

・平成26年１月22日㈬　１月31日㈮（臨時）　２月19日㈬
２月28日㈮（臨時）

○ビジネス学部教授会
・平成25年３月８日㈮（臨時）　３月19日㈫（臨時）
　　　　　10月29日㈫（臨時）
・平成26年２月19日㈬（臨時）
○人間健康学部教授会
・平成26年１月17日㈮（臨時）　１月29日㈬（臨時）
　　　　　２月20日㈭（臨時）

人 　 事

（1）採　　　用
平成25年４月１日付
○ビジネス学部　教　　授　石　橋　　　修
　　　　　　　　助　　教　加　来　聡　伸
○人間健康学部　助　　教　小　柳　達　也
　　　　　　　　助　　教　宮　澤　君　子
○事　務　局　主　　事　板　橋　義　宏

（学務部キャリア支援課）　　
　　　　　　　　主　　事　坂　野　仁　志

（学務部キャリア支援課）
　　　　　　　　事 務 員　高　橋　正　行

（学務部教務学生課）
　　　　　　　　事 務 員　河　村　千代美

（学務部情報メディア課）
　　　　　　　　事 務 員　山野内　沙　織

（学務部学務課短大事務室）
　　　　　　　　事 務 員　寺　嶋　恭　祐

（八戸業務班・舎監）
平成25年４月24日付
○事　務　局　パート職員　晴　山　　　薫

（体育館事務室）
平成25年９月１日付
○事　務　局　事 務 員　高屋敷　好　孝

（学務部キャリア支援課）
　　　　　　　　事 務 員　高　浦　公　成

（学務部教務学生課）

（2）昇　　任
平成25年４月１日付
○ビジネス学部　教　　授　Ｂ．グロスマン
○人間健康学部　教　　授　三本木　　　温
　　　　　　　　講　　師　村　田　隆　史
　　　　　　　　助　　教　工　藤　祐太郎
○事　務　局　部　　長　松　山　政　義
　　　　　　　　次　　長　岩　浪　始　由
　　　　　　　　課　　長　髙　橋　昌　樹
　　　　　　　　参　　事　岩　本　寿　生
　　　　　　　　係　　長　池　川　智　子
　　　　　　　　主　　事　三　田　和　典

（3）職名変更
平成25年４月１日付
○事　務　局　課　　長　浜　　　章　夫
　　　　　　　　主　　事　西　垣　奈　々　　

　　　　　　　　主　　事　玉　川　恵　里　　
　　　　　　　　主　　事　奥　谷　　　綾　　
　　　　　　　　主　　事　川　村　秀　策　　
　　　　　　　　主　　事　畑　中　孝　太　　
　　　　　　　　主　　事　出　町　　　望　　
　　　　　　　　主　　事　足　澤　和　浩　　

（4）配置転換
平成25年４月１日付
○事　務　局　次　　長　岩　浪　始　由

（総務部総務課から学務部へ）
　　　　　　　　課　　長　松　井　一　文

（学務部学務課から短大事務室へ）
　　　　　　　　課長補佐　織　戸　　　浩

（学務部学生課から情報メディア課へ）
　　　　　　　　主　　事　川　村　秀　策

　（学務部入試広報課から教務学生課へ）
　　　　　　　　主　　事　三　田　和　典

（学務部図書館事務室から学務部学務課へ）
　　　　　　　　主　　事　畑　中　孝　太

（学務部入試広報課短大事務室からキャリア支援課へ）
　　　　　　　　事 務 員　佐　藤　基　治

（学務部学務課から八戸業務班へ）
　　　　　　　　事 務 員　市　川　美　井

（総合研究所から学務部学務課へ）
　　　　　　　　事 務 員　春　日　流　い

（総合研究所から学務部実習館事務室へ）

（5）転　　入
平成25年４月１日付
○事　務　局　事 務 員　大　坂　　　崇

（光星高等学校から学務部学務課へ）

（6）転　　　出
平成25年３月31日付
○事　務　局　主　　任　村　本　　　景

（学務部学務課から株式会社学園サービスへ）
　　　　　　　　主　　事　葛　西　悠　太

（学務部学生課から野辺地西高等学校へ）

（7）退　　職
平成25年３月31日付
○大学運営会議　議　　長　蛇　口　浩　敬
○ビジネス学部　教　　授　戸　村　春　樹
　　　　　　　　教　　授　松　本　寿　文
○人間健康学部　助　　教　天　間　淳　平
○事　務　局　参　　事　飼　牛　正　親
　　　　　　　　係　　長　木　村　玲　子
○図 書 館　課長補佐　磯　邊　寿　子
○総合研究所　　事 務 員　久　能　三　樹
平成25年12日31日付
○事 務 局　参　　事　小山内　　　泉
　　　　　　　　事 務 員　川　村　美　井（旧姓市川）

（8）名誉学長
平成25年４月１日付
　蛇　口　浩　敬

（9）名誉教授
平成25年４月１日付
　戸　村　春　樹

（10）客員教授
平成25年４月１日付
　松　本　　　大（マネックスグループ代表取締役社長ＣＥＯ）
　鈴　木　　　誠（株式会社ナチュラルアート代表取締役社長）
　内　海　　　隆（青森公立大学経営経済学部教授）



―5―

組 　 織

学　　　　　　長　大　谷　真　樹
大学運営会議議長　大　谷　真　樹
副 学 長　丹　羽　浩　正

（ビジネス学部長・総合研究所所長）
学　長　補　佐　吉　田　　　稔（人間健康学部長）
　　　　　　　　　大　沢　　　泉
　　　　　　　　　田　中　　　哲
◎学長直轄
○研究倫理委員会
委 員 長　遠　藤　守　人
副 委 員 長　杉　山　幸　子（短大幼児保育学科）
委 員　中　居　　　裕　　小　幡　佐久子　
○研究推進委員会　
委 員 長　田　中　　　哲
副 委 員 長　三　島　隆　章
委 員　田　村　正　文
○入学者選抜委員会
委 員 長　外　崎　充　子（短大学長）
副 委 員 長　丹　羽　浩　正
委 員　吉　田　　　稔
○特別学生支援室
室　　　　　　長　篠　崎　良　勝
副 室 長　長谷川　美千留
室　　　　　　員　田　村　正　文
　　　　　　　　　遠　藤　守　人　　小　幡　佐久子
ア ド バ イ ザ ー 　瀧　澤　　　透
◎大学評価統括本部
本 部 長　吉　田　　　稔
副 本 部 長　外　崎　充　子（短大学長）
○自己点検評価委員会
委 員 長　坂　本　貴　博
副 委 員 長　瀧　澤　　　透
委 員　橘　　　洋　介　　金　地　美知彦
◎教育センター
セ ン タ ー 長　木　鎌　耕一郎
副 セ ン タ ー 長　杉　山　幸　子（短大幼児保育学科）
○教務委員会
委 員 長　樺　　　克　裕
副 委 員 長　熊　谷　晶　子
委 員　長谷川　美千留　　橘　　　洋　介
　　　　　　　　　村　田　隆　史　　工　藤　祐太郎
○教養教育運営委員会
委 員 長　奈　良　　　卓
副 委 員 長　木　村　　　緑（短大看護学科）
委 員　齊　藤　綾　美　　
　　　　　　　　　瀧　澤　　　透　　井　元　紀　子　　
　　　　　　　　　田　中　敬　一（短大幼児保育学科）
　　　　　　　　　三　浦　文　恵（短大ライフデザイン学科）
○リメディアル教育推進委員会
委 員 長　玉　懸　多惠子（短大看護学科）
副 委 員 長　坂　本　貴　博
委 員　加　来　聡　伸
　　　　　　　　　熊　谷　晶　子　　関　川　幸　子
○教職課程委員会
委 員 長　小　林　喜　輝
副 委 員 長　日　當　光　男
委 員　石　橋　　　修
　　　　　　　　　小　幡　佐久子　　渡　邉　陵　由
○ファカルティ・デベロップメント（ＦＤ）委員会
委 員 長　井　元　紀　子
副 委 員 長　天　摩　雅　和（短大幼児保育学科）
委 員　杉　山　幸　一　　加　来　聡　伸
　　　　　　　　　三本木　　　温　　金　地　美知彦

◎学生支援センター
セ ン タ ー 長　三本木　　　温
副 セ ン タ ー 長　橋　本　妙　子（短大幼児保育学科）
○学生委員会（国際交流・ハラスメント含む）
委 員 長　三本木　　　温
副 委 員 長　田　村　正　文
委 員　杉　山　幸　一　　Ｂ．グロスマン
　　　　　　　　　Ｇ．アンソニー
　　　　　　　　　Ｍ．フォステル　　工　藤　祐太郎
　　　　　　　　　小　柳　達　也　　宮　澤　君　子　　
◎キャリア支援センター
セ ン タ ー 長　茂　木　典　子（短大ライフデザイン学科）
副 セ ン タ ー 長　村　本　　　卓
○広報委員会
委 員 長　三　島　隆　章
副 委 員 長　田　端　利　則（短大幼児保育学科）
委 員　長谷川　美千留　　杉　山　幸　一
　　　　　　　　　村　田　隆　史
○入学試験運営委員会
委 員 長　小　澤　昭　夫
副 委 員 長　中　村　　　修（短大ライフデザイン学科）
委 員　橘　　　洋　介
○就職支援委員会
委 員 長　村　本　　　卓
副 委 員 長　佐　藤　愛　子（短大幼児保育学科）
委 員　奈　良　　　卓
　　　　　　　　　関　川　幸　子　　渡　邉　陵　由
◎情報メディアセンター
セ ン タ ー 長　村　本　　　卓
副 セ ン タ ー 長　佐　藤　愛　子（短大幼児保育学科）
◇図書館
館　　　　　　長　矢　野　峰　生
○図書委員会
委 員 長　矢　野　峰　生
副 委 員 長　大久保　　　等（短大ライフデザイン学科）
委 員　齊　藤　綾　美　　加　来　聡　伸
　　　　　　　　　Ｍ . フォステル　　工　藤　祐太郎
　　　　　　　　　宮　澤　君　子
○紀要編集委員会
委 員 長　瀧　澤　　　透
副 委 員 長　佐　貫　　　巧（短大幼児保育学科）
委 員　樺　　　克　裕　　小　澤　昭　夫
◇総合研究所
所　　　　　　長　丹　羽　浩　正
○総合研究所運営委員会
委 員 長　丹　羽　浩　正
副 委 員 長　附　田　勢津子（短大幼児保育学科）
委 員　篠　崎　良　勝
＜委託関係機関＞
○大学入試センター試験実施委員会
委 員 長　大　谷　真　樹
副 委 員 長　小　澤　昭　夫
委 員　坂　本　貴　博　　長谷川　美千留
　　　　　　　　　金　地　美知彦　　織　戸　　　浩
　　　　　　　　　金　入　教　人　　天　満　聡　子
　　　　　　　　　玉　川　恵　理
○教員免許状更新講習支援室
室　　　　　　長　小　林　喜　輝
副 室 長　杉　山　幸　子（短大幼児保育学科）
室　　　　　　員　石　橋　　　修　　高　橋　昌　樹
　　　　　　　　　金　入　教　人　　高　橋　正　行
　　　　　　　　　大　坂　　　崇
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規 　 程

　平成25年３月１日から平成26年２月28日までの間に、次
の規程が制定・一部改正された。
＜制　　定＞
平成25年４月１日施行
　○八戸学院大学・八戸学院短期大学障害学生修学支援規程
平成26年４月１日施行
　○八戸学院大学・八戸学院短期大学車両通学規程
　○車両通学規定違反の措置に関する内規
＜一部改正＞
平成26年４月１日施行
○八戸学院大学学則
○八戸学院大学試験規程
○八戸学院大学学業特待生規程
○八戸学院大学授業料等減免規程
○八戸学院大学履修規程
○八戸学院大学・八戸学院短期大学学費納付規程

刊 行 物

（1）『八戸大学第46号』（平成25年3月21日発行）
ビジネス学部
○論　　　文
◇田　村　正　文
・観光と地域政策　─ その基礎的検討を中心に ─
○研究ノート
◇土　屋　靖　明
・Henri Gouhier, Bergson dans l’histoire de la pensée occi-

dentale, Chapitre VIII “Le Dieu de L’Évolution créatrice” 
におけるアリストテレスと聖トマスの神について

人間健康学部
○原著論文
◇三本木　　温、工　藤　祐太郎
・マウスガードがアイスホッケー競技者の体力・運動能力
とシュート速度に及ぼす影響

（2）『八戸学院大学紀要第47号』（平成25年12月24日発行）
ビジネス学部
○論　　　文
◇土　屋　靖　明
・ベルクソンにおける〈運〉と〈偶然〉
　─ 『道徳と宗教の二源泉』の記述を中心に ─
◇田　村　正　文、鬼　頭　俊　泰
・空間を用いたビジネススキームにおける効率的資本投下
のあり方

◇杉　山　幸　一
・憲法改正論議について
　─ 改正権の所在と地域住民の視点から ─
○研究ノート
◇Grossman Barry
・2013 Overseas Presentations : From Preparation to 
Execution

人間健康学部
○原 著 論 文
◇Margarita Foster、Tadashi Hirata
・A Study on the Stress and Coping Behavior of For-
eign Residents after the Great East

 Japan Disaster （２） : Relationships between Social 
Characteristics of Residents and Stress

◇工　藤　祐太郎、三本木　　　温、井　元　紀　子、
　吉　田　　　稔、山野内　靖　子、岩　織　美保子

・南部町における中高年層の身体的特性について
　─ とくに身体活動レベルと肥満および骨密度との関連
性について ─

○研究ノート
◇小　林　喜　輝
・教員免許状更新講習
　─ 八戸学院大学における実施状況 ─
◇熊　谷　晶　子
・種差海岸の自然に触れる海岸浴の効能

（3）『産業文化研究』第22号（2013年3月31日発行）
○論　　　文
◇坂　下　允　章
・人口オーナス時代に備えて、八戸市 “街の再設計 ”提案　
就労人口減少・税収減少の時代にあって市政はどうある
べきか

◇田　村　正　文、矢　野　峰　生
・八戸市における観光戦略についての一考察
　－八戸市に対する知名度のアンケート調査を基に－
◇丹　羽　浩　正、橘　　洋　介、田　村　正　文、
　杉　山　幸　一
・自然観光資源の有効活用と地域協働方策－折爪岳の事例
を通じて－

◇下川原　久　子
・本短期大学看護学科学生の自己教育力の現状（第３報）
○報　告　書
◇三本木　　　温、三　島　隆　章、渡　邉　陵　由、
　工　藤　祐太郎
・階上町における運動教室の成果および学生教育との連携
の可能性について

◇佐　藤　真由美、市　川　裕美子、坂　本　弘　子
・本学看護学科の学生の就職決定因子に関する実態調査　
―第１報―

◇高　橋　俊　行
・東北新幹線経済波及効果１,200億円にみる10年間の軌跡
－経済効果を生み出した観光事業者たちの挑戦と今後の
八戸の観光戦略の課題－

◇加　来　聡　伸
・八戸大学と新郷村による「域学連携」地域づくり実証研
究事業のねらい

○研究ノート
◇木　鎌　耕一郎
・新郷村とウェストン

研 究 活 動

ビジネス学部
（1）著　　 書
◇石　橋　　　修
・『子どもの発達と権利』（共著）青森社会教育研究会、平成
25年２月25日

◇杉　山　幸　一
・『ファンダメンタル法学・憲法』（共著）税務経理協会、
2013年５月 

◇加　来　聡　伸
・東京農業大学オホーツク実学センター編『流域林業活性
化と森林認証制度の課題』（共著）大成印刷、2013年３月

（2）論　　 文
◇中　居　　　裕                                                               
・「昭和20年代における水産物輸出に関する考察―スルメ
を事例としてー」

　『神奈川大学　国際常民文化研究機構　年報４』
　2013年９月30日        
・「水産加工業の動態と構造」『市場史研究　第33号』 
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　2014年２月   
◇石　橋　　　修
・「社会教育における若者支援の動向と今後の課題－キャ
リア形成との関わりを中心に－」『若者自立支援のための
実態把握調査報告書』所収、青森県環境生活部、平成26
年３月

◇土　屋　靖　明
・「ベルクソンと復古トマス主義との関連性についての教
育学的考察」、『東北教育学会研究紀要』第16号、東北教
育学会、2013年３月、27-38頁。

・「クーベルタン男爵の原点としての英国パブリックス
クール・ラグビー校校長のトーマス＝アーノルド博士の
指導者像－トマス＝ヒューズ『トム＝ブラウンの学校生
活』（1857年）とバートランド＝ラッセル卿『教育論』
（1926年）とに着目して－」、『教育思想』第40号、東北
教育哲学教育史学会、2013年３月、27-36頁。

◇齊　藤　綾　美
・「インドネシア人看護師・介護福祉士候補者の現状－来日
背景と直面する問題」『東北都市学会研究年報』Vol.13　
2013年７月

（3）発　　 表
◇バリー・グロスマン
・“Construal, Conception, and Predication of Aware-
ness: A Preliminary Analysis”12th Cognitive Linguis-
tics Conference.　Edmonton, Alberta, Canada（第12
回国際認識言語学学会、（カナダ国、アルバータ州立大
学）　2013年６月

・“Construal, Conception, and Predication of Aware-
ness: A Preliminary Analysis”

　2013 International Conference on English Linguistics  
Seoul, Korea （2013年国際英語言語学学会、韓国、ソウル）
◇土　屋　靖　明

・「日本サッカー協会公認Ｃ級コーチ（日本体育協会公認指
導員）の養成講習会に参加して」、東北教育学会第70回大
会、2013年３月９日㈯、仙台白百合女子大学。

・「スポーツとしての教育・教育としてのスポーツ　その
２」（ラウンドテーブル企画）、日本教育学会第72回大会、
2013年８月28日㈬、一橋大学。中村泰介（平安女学院大
学短期大学部）との共同。

・「[ 教育実践報告 ] 日本サッカー協会公認 C級コーチ（日
本体育協会公認指導員）の養成講習会（主管 : 宮城県サッ
カー協会）の諸相について」、東北教育哲学教育史学会第
46回大会、2012年９月７日㈯、東北大学。

・「ベルクソンにおける汎神論を巡る議論について」、日本
倫理学会第64回大会、2013年10月６日㈰、愛媛大学。

◇田　村　正　文
・「地域活性化における交通部門の役割」日本経済政策学
会第70回全国大会、2013年５月26日（東京大学駒場キャ
ンパス） 

・「距離の要素を取り入れた物流に関する考察：東北地方
を対象に」日本交通学会第72回研究報告会、2013年10
月５日（流通経済大学松戸キャンパス）

◇橘　　　洋　介
・「距離の要素を取り入れた物流に関する考察：東北地方
を対象に」（田村正文）

　日本交通学会、2013年10月５日（流通経済大学）
◇杉　山　幸　一
・「現行憲法下における住民自治について－自治基本条例
の存在と住民投票制度」　憲法研究会、2013年９月（日
本大学）

◇フォステル・マルガリタ
・「震災における外国人のストレスと対処（３）－ 自己記述
回答の分析 ―」（連名）東北心理学会第67回大会、2013
年３月（東北工業大学）

・「As ateacher,do you really believe that teaching and 

students can be motivated to learn?」全国語学教育学
会仙台支部研究会、2013年３月

　（仙台市民活動サポートセンター）

（4）そ の 他
◇丹　羽　浩　正
・「自由論題座長：グローバル化と世界統一賃金～国際公
務員の給与体系からの考察～／常州市孟河鎮自動車・
オートバイ部品産業クラスターのグレードアップに関する研
究／ハイアールの成長戦略を貫く基本コンセプト」　実践経
営学会第56回大会　2013年８月31日（大阪経済大学）

・「大会実行委員長：全国職人学会第12回大会」　全国職人
学会　2013年10月６日～６日（八戸ポータルミュージア
ムはっち）

・「統一論題コーディネーター：現代の職人芸と賃金（日本
賃金学会第26回大会）」日本賃金学会　2013年10月６日
（八戸ポータルミュージアムはっち）

・「自然観光資源の有効活用と地域協働方策～折爪岳の事
例を通じて～」　地域間交流研究会　2014年１月29日
（八戸学院大学図書館内チャペル）

・「越境地域間交流研究（パネリスト） ：越境地域政策研究
フォーラム 」　愛知大学三遠南信地域連携研究センター　
2014年２月14日（愛知大学）

・「自然観光資源の有効活用と地域協働方策～折爪岳の事
例を通じて～」地域間交流研究会　2014年２月18日

　（八戸ポータルミュージアム はっち）
◇中　居　　　裕
・「サバの流通変化と産地の対応」
　『東京海洋大学・韓国海洋水産開発院交流セミナー2013』　
2013年11月28日　

◇橘　　　洋　介
・「The general analysis of multi-bottlenecks and land 
uses」　早稲田大学金曜セミナー、2013年12月６日

　（早稲田大学）

人間健康学部
（1）著　　 書
◇吉　田　　　稔
・『毒性の科学』（共著）東京大学出版会、2014年２月
◇篠　崎　良　勝
・『事例で学ぶ介護サービスＮＧ集』（共著）日本医療企画、
2013年10月15日

◇村　田　隆　史
・『基礎から学ぶ社会保障』（共著）自治体研究社、2013年
４月

◇小　柳　達　也
・『社会福祉士国家試験模擬問題集2014』（共著）中央法規
出版、2013年７月

（2）論　　 文
◇吉　田　　　稔
・Emergence of delayed behavioral effects in offspring 
mice exposed to low levels of mercury vapor during 
the lactation period. J Toxicol Sci. 2013;38（１）:１-６. 

・Microarray analysis of neonatal brain exposed to 
cadmium during gestation and lactation. J Toxicol 
Sci. 2013;38（１）:151- ３. 

・「八戸市民の毛髪中水銀濃度と魚介類摂取について」
Biomed. Res. Trace Elements 24（３）:170~175. 

◇遠　藤　守　人
・Complement ３ activates the renal renin-angiotensin 
system by induction of epithelial-to- mesenchymal 
transition of the nephrotubulus in mice.（共著）Am J 
Physiol：Renal Physiol. 305:F957-F967　平成25年10月

・ Role of complement ３ a in the growth of mesangial 
cells from stroke-prone spontaneously hypertensive 
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とその類縁疾患 -（ワークショップ：基礎から臨床につ
ながる補体学）．（単独）第56回日本腎臓学会学術総会、
東京　平成25年５月

・単クローン１-22- ３抗体誘発腎炎、アドリアマイシン腎
症に対する DFAT 細胞治療の効果．（共同）第49回高血
圧関連疾患モデル学会学術総会、東京　平成25年９月

・補体 C３は腎髄質上皮間葉化現象（EMT）により腎内レ
ニン・アンジオテンシン（RA）系を活性化し高血圧および
腎硬化症を引き起こす．（共同）第49回高血圧関連疾患モ
デル学会学術総会、東京　平成25年９月

・進行性腎障害に対する脱分化成熟脂肪細胞（DFAT）移植
の効果：Effects of Transplantation of Dedifferentiated 
Fat Cells （DFAT） on the Progressive Renal Damage．
（共同）第36回日本高血圧学会総会、大阪

　平成25年10月
・進行性腎障害モデルへの脱分化脂肪細胞（DFAT）を用い
た細胞治療の効果．（共同）第４回腎不全研究会、東京

　平成25年12月
◇瀧　澤　　　透
・「自殺死亡の死因究明と精神疾患　死体検案書の記載よ
り」（連名）第62回東北公衆衛生学会　

　７月26日（マリオス（盛岡地域交流センター）18階会議室）
・「八戸学院大学における養護教諭養成の現状と今後の課
題」（連名）第61回東北学校学会

　８月31日（岩手大学北桐ホール）  
・「地域活動と住民の主体的行動－青森県弘前市の「安心し
て暮らせる地域づくり事業」にみる自殺対策－」（連名）
第37回日本自殺予防学会

　９月13日（秋田県総合保健センター）
・「自殺死亡における死因究明と精神疾患」（単独）第29回日
本精神衛生学会　９月21日（宮城大学）

・「岩手県野田村の報告２～復興にむけたまちづくり・運動
指導ボランティアの育成～」（連名）第72回日本公衆衛生
学会　10月24日（アストプラザ アストホール）

・「硫化水素による自殺の現状―人口動態統計を用いた検
討―」（単独）第60回日本学校保健学会　

　11月15日（聖心女子大学）
◇三本木　　　温
・「ランニング愛好者における学校体育（持久走）への意識
に関する調査研究」（連名）第25回ランニング学会大会

　平成25年３月23日（東京学芸大学）
◇小　幡　佐久子
・瀧澤透・小幡佐久子・宮澤君子「八戸学院大学における養
護教諭養成の現状と課題」（連名），第61回東北学校保健
学会　平成25年８月31日（岩手大学）

◇三　島　隆　章
・「新郷村および南部町住民の健康状況について」（連名）第
17回へき地離島救急医療学会

　2013年10月12日（八戸ポータルミュージアムはっち）
・「要介護高齢者を対象とした加圧トレーニングによる歩
行機能改善効果について」（連名）第２回日本トレーニン
グ指導学会大会

　2013年12月14日（帝京平成大学中野キャンパス）
・「バドミントンのジュニア選手と大学エリート選手の競
技開始年齢について」（連名）第２回日本トレーニング指
導学会大会

　2013年12月14日（帝京平成大学中野キャンパス）
◇フォステル・マルガリタ    
・「震災における外国人のストレスと対処（３）－自由記述
回答の分析－」（連名）東北心理学会第67回大会

　2013年５月、東北工業大学。
・「As a teacher, do you really believe that teaching 
matters and students can be motivated to learn?」 全
国語学教育学会仙台支部研究会

　2013年３月、仙台市民活動サポートセンター

rats.（共著）Clin Exp Hypertens. 36:58-63　
　平成26年１月
◇瀧　澤　　　透           
・「自殺予防の啓発活動を目的としたビデオ開発　青森県
南部町での取り組み」（共著）『こころの健康』,28（１）,56
－63．平成25年３月

◇三本木　　　温   
・「青森県小学生の身体活動量が体型および体力・運動能力
に及ぼす影響」（共著）「発育発達研究」第60号

　平成25年８月１日
◇三　島　隆　章 
・「青森県小学生の身体活動量が体型および体力・運動能力
に及ぼす影響」（共著　筆頭）『発育発達研究』60, 24-33.

　2013年８月１日
・「ウェーブレット補間法による身体組成および運動能力
の加齢変化に関する検証－学齢期男子の解析－」（共著）
『スポーツ健康科学研究』35，53-62．2013年12月25日

◇井　元　紀　子                                                                
・「A Single Mutation at the Ferredoxin Binding Site of 
P450 Vdh Enables Effi cient Biocatalytic Production of 
25-Hydroxyvitamin D３」（共著）

　ChemBioChem.,vol.14,2284-2291.
◇渡　邉　陵　由  
・「青森県小学生の身体活動量が体型および体力・運動能力
に及ぼす影響」（共著）『発育発達学研究』

　2013年８月１日
◇村　田　隆　史
・「労働政策と公的扶助の交錯に関する史的考察－戦後直
後の総合的失業対策実施過程の分析を中心に－」医療・
福祉問題研究会『医療・福祉研究（第22号）』2013年３月

・「日本医療再生の具体的提言－被災地から医療再生と社
会保障を考える－」（共著）『神奈川県保険医協会創立50周
年記念懸賞論文（Web）』神奈川県保険医協会

　2013年12月
◇小　柳　達　也
・「介護福祉士養成教育における介護実習の位置づけと評
価に関する課題」（共著・筆頭）社会事業研究第53号

　2014年１月

（3）発　　 表
◇吉　田　　　稔
・発育・発達期に低濃度水銀蒸気に曝露されたマウスの加
齢の影響について、第83会日本衛生学会総会

　平成25年３月24日～26日、金沢市
・新郷村および南部町住民の健康状況について、第17回へ
き地離島救急医療学会　平成25年10月12日、八戸市

・胎生期および発育・発達期における低濃度複合水銀曝露
による神経行動毒性について、環境省「重金属等による
健康影響に関する総合研究」―メチル水銀研究ミーティ
ングー　平成25年12月11日、東京都

・Emergence of delayed behavioral effects in offspring 
mice exposed to low levels of mercury vapor during 
the lactation period, Canada/USA/Japan Joint Meet-
ing on Biometals, January 20~ 22　2014, Honolulu, 
Hawaii, USA

・ギャップ結合に対する重金属の影響、第３回「重金属毒
性機構解明に関する研究会」

　平成26年２月17日～18日、十和田市
◇遠　藤　守　人
・脱分化成熟脂肪細胞（DFAT）移植による単クローン１－
22－３抗体誘発腎炎の改善．（共同）第56回日本腎臓学会
学術総会、東京　平成25年５月

・補体 C３は上皮間葉化（EMT）により腎尿細管でのレニ
ン－アンジオテンシン（RA）系を活性化する．（共同）第
56回日本腎臓学会学術総会、東京　平成25年５月

・成人の腎疾患と補体 -IgA 腎症、膜性増殖性糸球体腎炎



―9―

◇渡　邉　陵　由
・「青森県の県南地域在住の大学生の身体活動量」（連名）日
本運動・スポーツ科学学会

　2013年６月８日（神奈川大学）    
・「大学生における日常の身体活動量について」（連名）日本
運動・スポーツ科学学会　2013年６月８日（神奈川大学）

・南部町の高齢者は週１回の「転倒・寝たきり予防教室」に
よって骨密度を上げることができるのか（連名）日本運
動・スポーツ科学学会　2013年６月８日（神奈川大学）

・「ノルディックウォーク時の生体応答について」（連名）日
本人間工学会　2013年６月２日（日本大学）

・「Evolution of Physical Activity in Young Adult of Ao-
mori Japan」（連 名 ）Ambulatory Monitoring of Physi-
cal Activity and Movement 

　2013年６月18日（アムハースト）
・「Ambulatory Monitoring of EMG Activity During Out-
door Walking」（連名）Ambulatory Monitoring of Phys-
ical Activity and Movement

　2013年６月18日（アムハースト）
・「Effect of Group Instruction for improveing Physical 
Activity in Cold District」（連名）Ambulatory Monitor-
ing of Physical Activity and Movement

　2013年６月18日（アムハースト）
・「The Kinetic Linkage in Pitching Motion」（連名）Inter-
national Society of Biomechanics in Sports

　2013年７月11日（台北）
・「Effect of black-rice extracts intake and exercise on 
the body composition of rat」（連名）International Union 
of Nutritional Science 　2013年９月17日（グラナダ）

・「Effect of different physical activity on bone minerals 
in rats」（連名）International Union of Nutritional Science

　2013年９月17日（グラナダ）
・「青森県南部町の高齢者における「転倒・寝たきり予防教
室」の効果の検証」（連名）日本トレーニング科学会

　2013年11月８日（蔵王）
・「青森県県南地域在住の高齢者に対する運動教室の効果
検証」（連名）人間－生活環境系学会（神戸）

・「Analysis of body composition intake rice rich in 
polyphenols and induced exercise in rat」（連名）

　American Society for Cell Biology 
　2013年12月15日（ニューオーリンズ）
・「Physiological responses of weight pole during Nor-
dic walking on the treadmill」（連名）American Associ-
ation for the Advancement of Science, 

　2014年２月16日（シカゴ）
・「The change in the consciousness of future Japanese 
outdoor education leaders Ⅲ - The difference in 
awareness of the safety of trainees and student staff 
in the university camp-」（連名）American Association 
for the Advancement of Science, 

　2014年２月16日（シカゴ）
◇金　地　美知彦
・「中古品ジャンルによる購入態度の違い」
　日本心理学会第77回大会
　2013年９月20日（北海道医療大学） 
◇工　藤　祐太郎
・「南部町の高齢者は、週１ 回の「転倒・寝たきり予防教室」
によって骨密度を上げることができるのか」（連名）日本
運動・スポーツ科学学会　第20回記念大会 

　2013年６月（神奈川大学）
・「新郷村および南部町住民の健康状況について」（連名）へ
き地・離島救急医療研究会第17回学術集会　

　2013年10月（八戸ポータルミュージアムはっち）
・「青森県南部町の高齢者における「転倒・寝たきり予防教
室」の効果の検証」（連名）第26回日本トレーニング科学
会大会　2013年11月（ZAOたいらぐら）

◇村　田　隆　史
・「社会福祉主事の構想をめぐる対立と専門性－黒木利克
氏の文献分析を中心に－」日本福祉図書文献学会

　2013年８月（大阪保健福祉専門学校）
◇宮　澤　君　子
・「八戸学院大学における養護教諭養成の現状と今後の課
題」（連名）第61回東北学校保健学会　

　平成25年８月31日（岩手大学北桐ホール）
◇小　柳　達　也
・「社会福祉士養成教育における相談援助実習の課題」（単
独報告）日本社会事業大学福祉フォーラム2013（会場：
日本社会事業大学）　2013年６月23日．

・「在宅高齢者における社会参加活動とセルフ・エフィカ
シーの関連」（単独報告）新潟医療福祉学会第13回学術集
会（会場：新潟医療福祉大学）　2013年10月19日

（4）そ の 他
◇遠　藤　守　人
・国際腎臓学会誌：Kidney International、 guest reviewer
　平成25年４月、11月
・第39回八戸医学会座長　平成25年11月
◇三本木　　　温
・「ランニング愛好者における学校体育（持久走）への意識に
関する調査研究」 2012年度ランニング学会助成研究採択

◇三　島　隆　章
・「【連載】ジュニア世代へのトレーニング指導　第13回～
第18回」『JATI EXPRESS』　2013年４月～2014年２月　

◇篠　崎　良　勝
・「特別養護老人ホームでの介護の目的に合せたアセスメ
ントツールの開発」（共著）『介護福祉学』

　2013年10月１日
◇村　田　隆　史
・「2012年・第45回公的扶助研究全国セミナー分科会等報
告」季刊公的扶助研究編集委員会編『季刊 公的扶助研究
（第228号）』萌文社　2013年３月

・「生活保護に関する専門家としてのコメント」『東奥日報』
　2013年６月22日付
・「今日の貧困問題と社会保障～生活保護制度をめぐる動
向を中心に～」公益財団法人日本医療総合研究所『月刊 
国民医療（№309）』　2013年９月

・「社会保障の原理・原則を改めて確認する（巻頭エッセ
イ）」日本医療労働組合連合会『医療労働（№563）』

　2013年12月
◇小　柳　達　也
・「これからの介護専門職に求められる実践スタンスにつ
いて」（単著）日本介護福祉学会 JARCW第46号

　2013年４月．
・「平成25年度社会福祉士国家試験全国統一模擬試験」（共
同作問）日本社会福祉士養成校協会　2013年10月

社 会 活 動

ビジネス学部
（1）報 告 書
◇加　来　聡　伸
・八戸大学・八戸短期大学総合研究所『平成24年度「域学連
携」地域づくり実証研究事業報告書』　2013年３月

（2）講　　 演
◇大　谷　真　樹
・「青森県の農業の未来について」２学年授業科目「農政時
事Ⅱ」青森県営農大学校　2013年11月14日

・「ベンチャーマインドとマーケティングのヒントについ
て」２学年授業科目「農政時事Ⅱ」青森県営農大学校

　2013年11月20日　
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・あおもりジョブフィット事業「なるには？フォーラム」
パネリスト、青森県中央企業団体中央会

　2013年12月７日　
・八戸農業ビジネスナイトセミナー「農業による起業とポ
イント」八戸地域担い手育成総合支援協議会

　2014年１月23日　
・企業技術者等活用プログラム田面木塾「起業家精神が未
来を創る」独立行政法人国立高等専門学校機構　八戸工
業高等専門学校　2014年１月29日

・平成25年度「立志式」記念講演　「未来は君たちの志の中
に」小中野中学校　2014年１月31日

・平成25年度若手農業トップランナー塾「マーケティング
の知識と戦略立案能力のレベルアップセミナー」マーケ
ティングの基礎と経営展開への活用　青森県農林水産部
構造政策課　2014年２月13日　

・平成25年度八戸ふるさと交流フォーラムにおけるパネル
ディスカッション　八戸市　2014年２月14日　

◇丹　羽　浩　正
・「平成25年度未来の青森県を担う若人育成講座」青森県
総合社会教育センター

　2013年７月14日（黒石市民体育館）
・「進学とキャリア形成：高校生キャリアアッププログラ
ム推進事業と高大連携キャリアサポート推進事業担当者
等研修会」　青森県総合社会教育センター

　2013年11月27日（青森県総合社会教育センター）
・「働きがい・就職とキャリア形成」東洋大学経営学部
　2013年12月６日（東洋大学経営学部）
・「農業ビジネスの新モデル：八戸農業ビジネスナイトセ
ミナー」八戸市農業経営振興センター

　2014年１月28日（八戸グランドホテル）
◇グロスマン ･バリー
・八戸看護学科、オリエンテーション　「ラフターヨガ：
体と心の健康方法」

◇坂　本　貴　博
・「八戸学院大学・階上町連携事業　―駅から PR―」
　八戸駅、階上駅　2013年７月13日～28日
・「平成25年度第１回地域づくり創造研修会」公益財団法
人青森県市町村振興協会　平成25年７月24日㈬　青森国
際ホテル

◇長谷川　美千留
・「時価主義会計の再検討」東北税理士会主催
　2013年９月12日（八戸学院大学）
◇アンソニー・グレゴリー
・八戸市都市研究検討会　第５弾プロジェクト　「都市のイ
メージづくりと情報発信力の強化についての研究」委員

　平成25年４月～現在
・青森県庁　「グロバール人材養成セミナー」実行委員
　平成25年４月～現在
・三沢国際交流協会各イベント通訳
　平成25年４月～現在（三沢国際交流センター）
・「本当に役に立つビジネス英会話教室」講師
　平成25年６月18日
　（八戸学院光星高等学校）
・「自己表現力を伸ばし、英語を学ぶ」講師
　平成25年６月29日～30日
　（放送大学青森学習センター八戸サテライトスペース）
・教員免許状更新講習「どうしたらいいのか？小学校英語
教育」講師　平成25年８月６日（八戸学院大学）

・青森県庁　「グロバール人材養成セミナー」通訳
　平成25年９月28日・11月16日（三沢米軍基地、三沢国際交
流センター）

・青森県庁　「グロバール人材養成セミナー」コミュニケー
ション能力向上講座　講師助手

　平成25年11月17日（三沢国際交流センター）
・小学生英会話教室ゲスト講師
　平成25年３月12日（八戸短期大学附属幼稚園）

・小学生英会話教室ゲスト講師
　平成25年７月30日（八戸市白銀台生活館）
◇杉　山　幸　一
・「八戸学院大学・階上町連携事業　―駅から PR―」
　八戸駅、階上駅　2013年７月13日～28日
・「大学生活と法律学について－自己管理と社会規範を知
ろう－」八戸学院野辺地西高等学校　2013年11月25日

◇加　来　聡　伸
・「八戸学院大学・階上町連携事業　―駅から PR―」
　八戸駅、階上駅　2013年７月13日～28日
・八戸市主催　平成25年度八戸農業ビジネスナイトセミ
ナー　2014年１月　「次代を拓く農業経営者の能力とは
―八戸学院大学の取り組み―」

・田子町主催　田子町農産物美人華プロジェクト委員会　
研修会　2014年１月　「農山村地域におけるグリーン
ツーリズムによる地域活性化の課題」

◇フォステル・マルガリタ
・「人格の心理学」八戸学院光星高等学校教育講演会　
　2013年11月25日（八戸学院光星高等学校）

（3）そ の 他
◇丹　羽　浩　正
・日本賃金学会 会長補佐
・しごと能力研究学会 常任理事
・青森県三八地域づくり推進会議 座長
・青森県営農大学校グランドデザイン検討委員会 委員長
・青森県三八地域活性化協議会ものづくり活性化推進会議 
委員

・八戸市企業誘致促進協議会 幹事
・青森中央学院大学経営法学部 非常勤講師
・八戸学院光星高等学校専攻科介護福祉科 非常勤講師
◇奈　良　　　卓                     
・八戸市都市計画審議会委員
・青森県土地利用審査会委員                  
◇村　本　　　卓  
・八戸市情報公開・個人情報保護審査会委員
・八戸地域広域市町村圏事務組合情報公開・個人情報保護
審査会委員

・八戸市産学官共同研究開発支援事業審査委員
・財団法人八戸地域高度技術振興センター高度技術利用研
究会委員

◇中　居　　　裕                 
・八戸市指定管理者選定委員会委員
・八戸市魚市場運営審議会委員・会長
◇石　橋　　　修
・青森県看護協会研修会講師
・子どもの権利条約総合研究所研究員
・青森県青少年健全育成審議会委員（副会長）
・青森県青少年健全育成審議会図書部会等委員（部会長）
・青森陸上競技協会理事
・東北学生陸上競技連合評議員
・新郷村青森県民駅伝実行委員会アドバイザ－
・RAB青森放送青森県民駅伝テレビ中継解説
◇坂　本　貴　博  
・八戸市住居表示審議会委員（平成24年12月４日～平成26
年12月３日）

◇樺　　　克　裕                                        　 　                  
・青森県行財政改革推進委員会委員
・八戸市行政改革委員会委員
・八戸市都市整備部指定管理者選定委員会委員
・おいらせ町補助金等評価委員会委員長
・三八ものづくり技術大賞（青森県三八地域県民局主催）審
査員

◇長谷川　美千留
・八戸商工会議所　日商簿記検定試験委員
・八戸商工会議所　初級商業簿記講座講師
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・八戸市農政部指定管理者選定委員会委員
・八戸商工会議所　八戸沖さば料理コンテスト審査委員
◇アンソニー・グレゴリー
・八戸短期大学附属幼稚園英語講師　
　平成25年４月～平成26年３月（八戸短気大学附属幼稚園）
・八戸短期大学附属第二しののめ幼稚園英語講師
　平成25年４月～平成26年３月（八戸短期大学附属第二し
ののめ幼稚園）

・八戸短期大学附属聖アンナ幼稚園英語講師
　平成25年４月～平成26年３月（八戸短期大学附属聖アン
ナ幼稚園）

◇齊　藤　綾　美
・齋藤綾美・檜槇貢・松本行真、「八戸市町内会調査」
　（2013年12月～2014年１月）
・八戸市指定管理者選定委員会委員
・八戸市協働のまちづくり推進委員会委員
◇田　村　正　文                                        　 　                  
・はちのへ観光復興委員会委員
・青森県国土利用計画審議会委員
・青森県タスクフォースメンバー
・北海道立網走高等看護学院非常勤講師
・八戸学院光星高等学校専攻科非常勤講師
◇橘　　　洋　介 
・八戸市都市研究検討会　委員 
・おいらせ町防災条例策定委員会　委員長
・公益財団法人　高速道路調査会　海外論文研究会　委員
・公益財団法人　高速道路調査会　料金制度委員会　委員
・公益財団法人　高速道路調査会　料金制度委員会　料金
割引検討会　委員

◇杉　山　幸　一
・イノベーション・ネットワーク青森タスクフォースメンバー
・八戸市市民後見推進協議会委員
・日本法政学会企画委員会委員
・東洋大学アジア文化研究所客員研究員
・常葉大学非常勤講師
・日本大学通信教育部インストラクター
・八戸学院短期大学看護学科非常勤講師
・八戸学院光星高等学校専攻科非常勤講師
◇加　来　聡　伸
・網走東部流域森林・林業活性化協議会、網走西部流域森
林・林業活性化協議会『コウキとおじいちゃんの夏休み―
森と環境の認証ものがたり―』ソーゴー

　2013年３月
・第12回　全国職人学会八戸大会　大会事務局

人間健康学部
（1）報 告 書
◇吉　田　　　稔
・平成25年度水俣病に関する総合的研究：メチル水銀曝露
による健康影響に関するレビュー

（2）講　 　演
◇遠　藤　守　人
・「健康状況と生活習慣～健康診断の活用」、平成25年度産
業保健センター健康講話（三八地区清掃事業労働災害防
止協議会）　平成25年６月

・「熱中症とその予防について」、平成25年度産業保健セン
ター健康講話（北日本造船）　平成25年６月

・「高齢者に多い疾患の基礎知識・生活習慣病の予防につい
て」、平成25年度八戸市包括的支援事業研修会、平成25
年10月

・「スポーツリーダーに必要な医学的知識」、日本体育協会
スポーツリーダー養成講習会　平成25年10月

・「腎疾患と免疫～特に補体系の関与について」、平成25年
度福島県立医大大学院医学研究科特別講義

　平成25年11月

・「補体異常とネフローゼ症候群」、平成25年度青森腎
フォーラム　平成25年11月

◇木　鎌　耕一郎
・「人間の尊厳と向き合うために～尊厳という意味を本質
から理解する～」総合研究所主催 第６回介護従事者の
ための公開講座　2013年６月23日（八戸学院大学）

・「人間の尊厳と向き合うために～西洋思想に見る「尊厳」
の意味～ 」公益財団法人介護労働安定センター岩手支
部主催 第５回介護事業者支援セミナー　2013年12月12
日（いわて県民情報交流センター・アイーナ）

◇瀧　澤　　　透
・「弘前市安心して暮らせる地域づくり事業報告会」弘前
市健康福祉部健康づくり推進課

　平成25年３月23日（高崎町会集会所）
・「こころの声に耳を傾けよう～うつ病等こころの病気や
ストレス対処法～」階上町保健福祉課（こころとからだ
の健康教室）　平成25年３月26日（石鉢ふれあい交流館）

・「こころの健康について」五戸町教育委員会（五戸町民大
学講座）　平成25年７月17日（五戸町立公民館小ホール）

・「メンタルヘルス不調等による鬱病や自殺問題について」
連合青森三八地域協議会（役員研修会）

　平成25年７月26日（八戸パークホテル）
・「自殺予防活動の具体的展開―東北地方における自殺予
防活動の実際」関西国際大学人間科学部（夏季集中講義：
特別研究Ⅱ（自殺予防学））

　平成25年８月29日（三木キャンパス４号館５階18号室）
・「統合失調症」「発達障害」青森県鍼 マッサージ師会生
涯研修会

　平成25年10月６日（十和田市東公民館　第１研修室）
・「こころの健康って何だろう？　～ストレスやこころの
病気を正しく知ろう～」久慈市立中央公民館（丸い地球
の暮らし方2013）

　平成25年10月23日（久慈市立中央公民館大集会場）
・「教師が知っておきたい子どもの自殺予防」八戸市教育
委員会（平成25年度「心のケア研修講座」）

　平成25年11月11日（八戸市総合教育センター）
・「清水地区のつながりをより深めるために」弘前市健康
福祉部健康づくり推進課（弘前市安心して暮らせる地域
づくり事業）

　平成26年２月４日（弘前市清水交流センター）
◇熊　谷　晶　子
・あおもりツーリズム創発塾2013
１. 第１回創発塾：種差海岸海岸浴効果の科学的検証
　（その１）　2013年７月13日㈯
２. 第２回創発塾：種差海岸海岸浴効果の科学的検証
　（その２）　2013年９月14日㈯
３. 第４回創発塾：“売れる ”観光商品開発セミナー
　2013年10月11日㈮
４. 平成25年度あおもりツーリズム創発塾成果報告会へ
　の参加　2014年２月５日㈬

◇三本木　　　温
・「新しいスポーツ基本法において期待されるスポーツ推
進委員の資質と役割について」青森県スポーツ推進委員
初任者研修会

　平成25年３月２日（青森県総合社会教育センター）
・「選手の自主性を高める指導法とは」六ヶ所村スポーツ
少年団指導者研修会

　平成25年３月３日（六ヶ所村中央公民館）
・「ジュニア競技者の指導者に期待すること」スポーツ選
手基礎力向上キャンプ

　平成25年７月28日（新青森県総合運動公園）
・「多様な生徒の能力を開花させる特別教育活動を考える」
青森県私学教育研修会

　平成25年８月21日（八戸プラザホテル）
・「これからの子どもの体力向上とスポーツ環境を考える」
十和田市学校保健大会
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　平成25年11月16日（十和田市南公民館）
・「スポーツにおけるスポーツ科学活用のあり方を考える」
北海道・北東北スポーツ科学サミット

　平成25年12月１日（八戸地域地場産業振興センター）
・「体力・運動能力調査（体力テスト）の活用法と「体つくり
運動」の展開」、教員免許状更新講習

　平成25年８月７日、12月24日（八戸学院大学）
◇小　幡　佐久子
・「子どもの暮らしとケア」八戸市ファミリーサポート講習会
　平成25年７月11日、11月12日（八戸市総合福祉センター）
・「子どもの食事と睡眠について」十和田市教育委員会主
催　学校・保護者・地域との連携事業

　平成25年11月８日（十和田東小学校）
◇フォステル・マルガリタ
・「人格の心理学」八戸学院光星高等学校教育講演会
　平成25年11月25日、八戸学院光星高等学校
◇三　島　隆　章
・「JAFA FORUM 2013 in KANSAI『キッズの運動能力向
上のためのヒント～エビデンスに基づいたプログラム作
成のために～』」公益財団法人日本フィットネス協会

　2013年３月７日（ベイコム総合体育館）
・「平成24年度三戸町体育協会スポーツ研修会『コーディ
ネーショントレーニングについて』」三戸町体育協会

　2013年３月26日（ジョイワーク三戸）
・「シニア生き活きinさんのへ」総合型地域スポーツクラブ
　さんのへスポーツクラブ Enjoy
　2013年６月８日（三戸町民体育館）
・「総合型地域スポーツクラブさんのへスポーツクラブ
Enjoy　スポーツフェスタ2013」総合型地域スポーツク
ラブさんのへスポーツクラブ enjoy

　2013年７月６日（アップルドーム）
・「サマーキャンプ in なかしべつ2013『ジュニアアスリー
ト体力測定&コーディネーショントレーニング』」医療
法人社団田中医院内 Seeds（シーズ）

　2013年７月６日（中標津体育館）
・「平成25年度免許状更新講習『遊びを通した幼児・児童の
体力づくり』」八戸学院大学

　2013年８月２日・12月23日（八戸学院大学）
・「平成25年度免許状更新講習『体力・運動能力調査（体力テ
スト）の活用法と「体つくり運動」の展開』」八戸学院大学　
2013年８月７日・12月25日（八戸学院大学）

・「コーディネーション教室」総合型地域スポーツクラブ
はちのへ浜通スポーツクラブ設立準備委員会

　2013年８月17日、９月23日、１月26日（八戸市東運動公
園体育館）

・「平成25年度日本卓球協会ブロック別研修合宿『Ｃブロッ
ク』」日本卓球協会

　2012年10月４日～６日（若柳総合体育館）
・「八戸学院大学人間健康科学部スポーツリーダー養成講
習会」八戸学院大学人間健康学部

　2012年10月19日～20日（八戸市福祉公民館）
・「日本トレーニング指導者協会第８回トレーニング指導
者研修・交流会『初歩から学ぶエクセルを用いた統計処理
～トレーニング指導者に必要な統計処理習得を目指して
～』」日本トレーニング指導者協会

　2013年12月15日（帝京平成大学中野キャンパス）
・「山形県高校体育連盟選手強化講習会」山形県高校体育
連盟　2014年２月１日（山形中央高等学校）

・「スポーツサポートプロジェクト Seeds『ジュニアアス
リート体力測定』」医療法人社団田中医院内 Seeds（シー
ズ）　2014年２月23日（厚岸 B&G海洋センター）

◇井　元　紀　子
・新郷村学校給食調理員研修会「食物アレルギーについて」  
主催団体：新郷村教育委員会

　平成25年８月10日（都市農村交流センター「美郷館」）
・「子どもの食と栄養について（食物アレルギー含む）」

　主催団体：三戸郡保育会
　平成25年11月10日（八戸市総合福祉会館）
◇金　地　美知彦
・「人間の心の不思議にせまる」　青森県立五戸高等学校出
張講義　2013年３月７日

・「性格心理学入門」　放送大学面接授業
　2013年11月16日、17日（放送大学八戸サテライトセンター）
◇村　田　隆　史
・「社会保障をめぐる課題と社会福祉士の役割（講師）」八
戸大学人間健康学部

　2013年３月９日（八戸ポータルミュージアムはっち）
・「今日の貧困問題と社会保障～生活保護制度をめぐる動向
を中心に～（講師）」公益財団法人日本医療総合研究所

　2013年６月15日（リンクステーションホール青森）
・「社会福祉士のことを学ぼう！～人間健康学部での取り
組みの紹介を兼ねて～（講師）」八戸学院光星高校

　2013年６月24日（八戸学院光星高校）
・「社会福祉の概論（講師）」八戸市社会福祉協議会
　2013年９月５日（八戸市総合福祉会館）
・「シンポジウム：最後のセーフティネット、生活保護制
度の動向と課題（コーディネーター）」全国公的扶助研究
会　2013年９月13日（北九州市立大学）

・「大学で学ぶことは現代の社会を知ること～私たちはど
ういう時代を生きているのか～」八戸学院野辺地西高校

　2013年11月25日（八戸学院野辺地西高校）
・「もっと身近な、社会福祉（コーディネーター）」青森県社
会福祉士会三八支部・上十三支部

　2013年12月７日（八戸グランドホテル）
・「平成25年度硬式テニス初心者教室（講師）」総合型クラ
ブななっち

　2013年12月～2014年１月（南部町立福地体育センター）
◇小　柳　達　也
・「福祉業界の魅力」青森県立大湊高等学校主催 “大湊大
学 ”　平成25年７月11日（会場：青森県立大湊高等学校）

（3）そ の 他
◇吉　田　　　稔
・八戸市環境審査会委員（平成24年７月３日～平成26年７
月２日）

・八戸市廃棄物減量等推進審議会（平成25年８月24日～平
成26年８月23日）

・青森県立八戸東高等学校学校評議員（平成25年４月～平
成26年３月31日）

・聖マリアンナ医科大学　客員教授（平成25年４月～平成
26年３月）

・東京大学大学院医学研究科　非常勤講師（平成25年４月
～平成26年３月）

◇遠　藤　守　人
・日本腎臓学会評議員
・日本人間ドック学会人間ドック健診専門医、人間ドック
健診情報管理指導士

・日本大学医学部内科学講座腎臓高血圧内分泌内科客員教授
・八戸看護専門学校非常勤講師
・八戸市立市民病院非常勤医師（腎臓内科） 
・日本医師会認定産業医
・八戸市医師会学術学習委員会委員、産業医・スポーツ科
学委員会委員

・八戸地域広域市町村圏介護認定審査会委員
・八戸市総合健診センター評議員
◇木　鎌　耕一郎            
・一般財団法人藤田尚徳会 評議員
・日本聖書協会新翻訳事業 翻訳者（日本語部会）
◇瀧　澤　　　透 
・八戸看護専門学校非常勤講師        　
・階上町子ども・子育て会議委員
・八戸市男女共同参画審議会委員
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◇熊　谷　晶　子
・八戸学院短期大学看護学科非常勤講師
・八戸学院光星高等学校専攻科非常勤講師
・千葉学園高等学校看護専門学校非常勤講師
・NHK放送大学講師
◇三本木　　　温
・アミノバリューランニングクラブ企画委員会委員
・アミノバリューランニングクラブイン青森代表
・ランニング学会編集委員
・青森県教育委員会選手強化戦略会議委員長
・東北学生陸上競技連盟評議員
・青森県スポーツ医学研究会世話人
◇三　島　隆　章             
・総合型地域スポーツクラブ　はちのへ浜通りスポーツク
ラブ設立準備委員会委員

・日本トレーニング指導者協会　調査・研究委員会委員
・八戸市指定管理選定委員会（まちづくり文化スポーツ観
光部体育施設）委員

◇篠　崎　良　勝 
・平成25年度第２期地域福祉活動計画推進委員会委員長
・平成25年度階上町地域福祉活動計画推進委員会委員長
◇井　元　紀　子             
・財団法人八戸地域高度技術振興センター技術利用研究会
副委員

・放送大学客員准教授
◇渡　邉　陵　由             
・八戸学院短期大学看護学科非常勤講師
・八戸看護専門学校非常勤講師
・八戸市バスケットボール協会理事
・青森県学生バスケットボール連盟理事
◇金　地　美知彦
・八戸短期大学ライフデザイン学科非常勤講師（「心理学入
門」担当）

・八戸短期大学看護学科非常勤講師（「産業心理学」担当）
・千葉学園高等学校看護専攻科非常勤講師（「心理学」担当）
◇村　田　隆　史
・八戸工業大学感性デザイン学部非常勤講師
・放送大学教養学部面接授業非常勤講師
・金沢大学大学院人間社会環境研究科客員研究員
・公益財団法人日本医療総合研究所協力研究員
・岩手県洋野町地域福祉計画策定委員会委員
・全国公的扶助研究会運営委員
・青森県社会福祉士会ソーシャルワーク委員会ハンセン支
援部会委員

・八戸市指定管理者選定委員会（福祉部）委員
・八戸市テニス協会理事
・神奈川県保険医協会創立50周年記念「日本医療再生の懸
賞論文」審査委員長特別賞受賞

◇工　藤　祐太郎
・青森県ラグビーフットボール協会　常任理事　大学委員長
・青森県ラグビーフットボール協会　審判委員
・関東ラグビーフットボール協会公認レフリー（B級）
・日本体育協会・日本ラグビーフットボール協会公認ラグ
ビーフットボール指導員（育成コーチ）

・青森県ラグビーフットボール協会　全青森社会人監督
・南部町総合型クラブ「ななっち」　外部講師
・東北地区大学ラグビー連盟理事
◇宮　澤　君　子
・千葉学園高等学校看護専攻科非常勤講師（小児看護学概論）
◇小　柳　達　也
・八戸学院短期大学幼児保育学科非常勤講師
・第一学院高等学校社会福祉専攻科非常勤講師
・第一学院高等学校付属専門学院非常勤講師
・社会福祉法人葛飾福祉館理事
・社会福祉法人葛飾福祉館評議員
・特別非営利活動法人災害福祉研究会理事

・日本社会福祉士養成校協会国家試験対策委員会執筆委員
・中央共同募金会赤い羽根助成における島嶼部災害福祉実
践・研究事業事業推進委員会委員

・青森県社会福祉士養成校連絡会議構成員

諸 　 報

（1）学位記授与式
　平成24年度学位記授与式が、平成25年３月18日㈪14時か
ら、八戸市公会堂において八戸短期大学と合同で挙行され、
ビジネス学部卒業生61名、人間健康学部卒業生44名に学位
記が授与された。

（2）入学式
　平成25年度入学式が、平成25年４月６日㈯14時から、八
戸市公会堂において八戸学院短期大学と合同で挙行され、
ビジネス学部入学生53名、人間健康学部入学生94名に入学
が許可された。

（3）外郭諸団体の会議（講演会・同窓会・父母の会）
・後援会常任理事会
　平成25年６月27日㈭ 八戸学院大学学生会館
・後援会理事会
　平成25年７月６日㈯ 八戸第１ワシントンホテル
・同窓会役員会
　平成25年７月６日㈯ 八戸第１ワシントンホテル
・同窓会評議員会
　平成25年７月７日㈰ 八戸第１ワシントンホテル
・同窓会「同窓会と学友会の交流会」
　平成25年７月25日㈭市内
・父母の会第１回役員会
　平成25年７月７日㈰ 八戸学院大学学生会館
・父母の会総会
　平成25年７月７日㈰ 八戸学院大学学生会館
・父母の会「父母と教職員の懇談会」
　平成25年10月27日㈰ 八戸学院大学学生会館
・父母の会第２回役員会
　平成25年９月30日㈪ 八戸第１ワシントンホテル
・八戸学院大学・八戸学院短期大学外郭三団体合同懇談会
　平成26年１月31日㈮ 八戸プラザホテル

（4）受託研究、受託事業
○受託名：中小企業活路開拓調査・実現化事業
　　　　　（中小企業組合等活路開拓事業）
　委託者：協同組合八食センター
○受託名：あおもりツーリズム創発塾運営業務
　委託者：青森県観光国際戦略局
○受託名：駅からＰＲ事業
　委託者：階上町

（5）課外講座開催状況
○第６回介護従事者のための公開講座「かいごの学校2013」
　開催日：2013年６月23日
　開催地：美保野キャンパス
○2013年度地域医療セミナー
　開催日：2013年10月10日
　開催地：美保野キャンパス
○第８期起業家養成講座
　開催日：2013年６月26日～10月19日 （全14回）
　開催地：八戸市中心街など
○日本体育協会「スポーツリーダー養成講習会」
　開催日：2013年10月19日～20日
　開催地：八戸市福祉公民館
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○第９期起業家養成講座
　開催日：2013年12月18日～（継続中）（全12回）
　開催地：八戸市中心街など

（6）八戸市と市研究検討会
○東北税理士会研修会
○八戸市都市研究検討会

（7）学長賞・優等賞（平成24年度）
≪ビジネス学部≫
　学長賞　　天　野　祐　子
　優等賞　　鈴　木　貴　博、高屋敷　好　孝、
　　　　　　曲　道　綾　香
≪人間健康学部≫
　学長賞　　内　沢　美沙紀
　優等賞　　簗　田　友里香、石　屋　真悠子

（8）教員免許状取得者（平成24年度）
≪ビジネス学部≫
　高等学校教諭一種免許状　　11名
　商　　　　業　　　　　　　５名
　情　　　　報　　　　　　　６名
≪人間健康学部≫
　中学校教諭一種免許状　　　15名
　保 健 体 育　　　　　　　14名
　保　　　　健　　　　　　　１名
　高等学校教諭一種免許状　　17名
　保 健 体 育　　　　　　　17名
　保　　　　健　　　　　　　０名
　看　　　　護　　　　　　　０名
　養護教諭一種免許状　　　　３名

（9）学事暦
３月６日㈬　卒業予定者発表
３月18日㈪　学位記授与式
４月４日㈭～４月５日㈮　在学生オリエンテーション
４月６日㈯　入学式
４月８日㈪～４月10日㈬　新入生・在学生オリエンテーション
４月11日㈭　春学期講義開始
８月１日㈭～８月８日㈭　春学期講義最終週・補講・学
　　　　　　期末試験期間
８月19日㈪～９月12日㈭　集中講義・夏季休業期間
９月13日㈮　秋学期講義開始（オリエンテーション）
12月25日㈬～１月17日㈮　集中講義・冬季休業期間
１月16日㈭～１月19日㈰　大学入試センター試験準備・
　　　　　　実施期間
２月３日㈪～２月７日㈮　秋学期講義最終週・補講・学
　　　　　　期末試験期間
２月12㈰㈬～２月14日㈮　集中講義期間

（10）集中講義の実施状況
３月21日㈭～３月22日㈮
　・教育実習Ａ・Ｂ事前指導（小林喜輝、日當光男）
３月26日㈫～３月27日㈬
　・養護実習事前指導（小嶋まき）
８月21日㈬～８月23日㈮
　・政治学（宮本満治）
　・健康相談活動の理論及び方法（小嶋まき）
　・農業実技（加来聡伸）
８月26日㈪～８月28日㈬
　・財務管理論（松本寿文）
　・スポーツ心理学（平田忠）
８月27日㈫～８月29日㈭
　・農政時事（工藤清寿）
８月28日㈬～８月30日㈮
　・行動の科学（鈴木郁生）

８月29日㈭、８月30日㈮、９月２日㈪～９月４日㈬、
９月６日㈮
　・スケート（佐々木良幸）
９月２日㈪～９月６日㈮
　・水泳（吉田和利、下田尋通、関下りち子）
９月３日㈫～９月５日㈭
　・新農業ビジネスⅢ（流通）（大谷真樹）
９月４日㈬～９月６日㈮
　・薬理概論（寺田淳）
　・国際会計論（長谷川美千留）
　・ビジネス特論Ⅰ（田村正文）
12月25日㈬～12月27日㈮
　・相談援助の基盤（篠崎良勝）
１月８日㈬～１月10日㈮
　・イノベーションマネジメント（大谷真樹）
　・企業ファイナンス論（松本寿文）
２月12日㈬～２月14日㈮
　・農業経営設計（大谷真樹・加来聡伸）
　・認知心理学（鈴木郁生）
　・ヘルスカウンセリング（瀧澤志保）
　・サッカー（岩本寿生）
　・デジタルコミュニケーション手法
　　（杉山知之、小倉以索）

（11）学外会議
・平成25年度文部科学省教務関係事項連絡協議会
　開催日　平成25年６月11日㈫
　場　所　メルパルク東京
　出席者　係長　金入　教人

（12）学生委員会学外会議
・平成25年度学生教育研究災害傷害保険等説明会
　開催日　平成25年10月９日㈬
　場　所　宮城県仙台市（東京海上日動ビル）
　出席者　係長　金入　教人
・平成25年度日本学生支援機構奨学事務連絡協議会
　開催日　平成26年２月10日㈪
　場　所　宮城県仙台市（パレスへいあん）
　出席者　事務員　山野内　沙織

（13）学生委員会学内行事
・平成25年度定期健康診断
　開催日　平成25年４月４日㈭、５日㈮、10日㈬
　場　所　大学会館
　受診者　475名
・平成25年度第１回交通安全講習会　
　開催日　平成25年４月10日㈬
　場　所　大学会館520講義室
　演　題　【ドライバーとしての社会的責任と事故防止について】
　講　師　八戸ライセンススクール　松倉　豊氏
　受講生　286名
・平成25年度新入生対話合宿
　開催日　平成25年４月８日㈪～９日㈫
　場　所　十和田市奥入瀬栃久保（奥入瀬渓流ホテル）
　参加者　新入生　143名
　　　　　教職員　40名　リーダー学生　23名
・平成25年度学生大会
　開催日　平成25年５月17日㈮
　場　所　320講義室
　出席者　218名　委任状51名
・平成25年度学友会主催ボウリング大会
　開催日　平成25年６月14日㈮
　場　所　ゆりの木ボウル
　出席者　42名
・平成25年度学友会主催スポーツ大会
　（長縄跳び・ドッチボール）
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　開催日　平成25年７月４日㈭
　場　所　八戸学院総合体育館
　参加者　学生延165名　
・平成25年度学生生活に係る研修講話
　開催日　平成25年７月24日㈬
　場　所　520講義室　
　演　題　【安全な学生生活を送るために】
　講　師　八戸警察署生活安全課生活安全係
　　　　　巡査部長　藤井　健治氏
・平成25年度第２回交通安全講習会（ＤＶＤ視聴）
　開催日　平成25年９月26日㈭
　場　所　320講義室
　演　題　【夜間・雨天時に潜む危険】
　出席者　168名
・第33回八戸学院大学「秋桜祭」
　開催日　平成25年10月26日㈯～27日㈰
　場　所　八戸学院大学美保野キャンパス
　テーマ　「新起意っ天～ＯＮＥ　ＣＨＡＮＣＥをつかめ！～」
　来場者　（駐車場利用者数）　1220名（２日間合計）
・平成25年度学友会主催ハロウィン企画
　開催日　平成25年10月31日㈭
　場　所　八戸学院総合体育館
・平成25年度八戸学院大学学友会選挙
　投票日　平成25年11月28日㈭
　選挙結果　○執行委員長　佐　藤　雅　也

（人間健康学部２年）
　　　　　　○副執行委員長　日　澤　英　亨

（人間健康学部２年）
　　　　　　　　　　　　　　田　沢　　　倭

（ビジネス学部１年）
　　　　　　○書　記　長　佐　藤　　　翼

（人間健康学部２年）
　　　　　　　　　　　　　　小野寺　佳　織

（人間健康学部２年）
・平成25年度美保野キャンパスクリスマス企画
　開催日　平成25年12月６日㈮
　場　所　総合実習館エントランスホール
　内　容　イルミネーション点灯式、クリスマス演奏会、
　　　　　クリスマスパーティー
・平成25年度日本学生支援機構奨学金継続に係る説明会
　開催日　平成25年12月12日㈭、13日㈮、17日㈫
　場　所　320講義室
　対象者　平成25年度貸与者（４年生を除く）
・平成25年度クラブ・サークル課外活動報告会・懇親会
　開催日　平成25年12月20日㈮
　場　所　八戸プラザホテル（プラザホール）
　参加者　報告会　32団体（全クラブ・サークル）
　　　　　懇親会　学生190名　教職員24名　招待者５名
　　　　　　　　　社会貢献講演会参加者30名

（14）就職支援委員会学外会議　
・東北地区私立大学就職問題協議会
開催日：平成25年６月６日㈭～７日㈮
場　所：仙台国際ホテル
出席者：課　長　小笠原　淳司

・雇用制度研修会
開催日：平成25年６月20日㈭
場　所：八戸プラザホテルアーバンホール
出席者：主　事　板橋　義宏、奥谷　綾

・北東北三県私立大学合同就職ガイダンス実行委員会
開催日：平成25年７月23日㈫
場　所：ノースアジア大学
出席者：副参事　青山　純久

・平成25年度学生就職問題連絡会議
開催日：平成25年７月30日㈫
場　所：アラスカ会館

出席者：副参事　青山　純久
・八戸航空基地開隊56周年記念行事（主催　海上自衛隊）
開催日：平成25年９月22日㈰
場　所：海上自衛隊八戸航空基地
出席者：主　事　板橋　義宏　

・地域中小企業の人材確保・定着支援事業　第２回推進会議
開催日：平成25年９月17日㈫
場　所：アラスカ会館
出席者：副参事　青山　純久

・アイピー倶楽部経済講演会
開催日：平成25年９月18日㈬
場　所：八戸パークホテル
出席者：副参事　青山　純久

・青森県中小企業家同友会　就職懇談会
開催日：平成25年９月24日㈫～25日㈬
場　所：アラスカ会館
出席者：副参事　青山　純久

・平成25年度企業 ･大学等合同就職協議会
開催日：平成25年10月23日㈬
場　所：秋田ビューホテル
出席者：副参事　青山　純久

・平成25年度就職部課長相当者研修会
開催日：平成25年11月５日㈫～８日㈮
場　所：神戸ポートピアホテル
出席者：就職支援委員長　村本　卓

・就職懇談会（塚原グループ）
開催日：平成25年11月28日㈭
場　所：八戸プラザホテル
出席者：部　長　松山　政義

・新たな時代を拓く経営革新ゼミナール
開催日：平成25年11月１日㈮
場　所：八戸プラザホテル
出席者：主　事　板橋　義宏

・八戸市内企業視察見学会
開催日：平成25年11月18日㈪
場　所：八戸プラザホテル
出席者：主　事　板橋　義宏

・㈱スズキ自販青森「2013年取引先感謝の会」
開催日：平成25年12月９日㈪～
場　所：青森国際ホテル
出席者：副参事　青山　純久

・第２回東北地区私立大学就職問題協議会「研究会」　
開催日：平成25年11月12日㈫
場　所：TKP仙台カンファレンスセンター
出席者：主　事　天満　聡子

・平成25年度新年名刺交換会（主催　近田会計事務所）
開催日：平成26年１日22日㈬
場　所：八戸プラザホテルアーバンホール
出席者：主　事　板橋　義宏

・地域中小企業の人材確保・定着支援事業　第３回推進会議
開催日：平成26年２月10日㈰
場　所：アラスカ会館
出席者：主　事　板橋　義宏

・自衛隊入隊予定者激励会
開催日：平成26年２月18日㈫　
場　所：八戸グランドホテル
出席者：主　事　板橋　義宏

（15）就職支援委員会学外セミナー
・学生と企業との就職懇談会（主催　八戸工業大学）
開催日：平成25年５月16日㈭～17日㈮
場　所：八戸工業大学
出席者：副参事　青山　純久、
　　　　主　事　板橋　義宏、天満　聡子、坂野　仁志

・北東北私立大学合同就職ガイダンス
開催日：平成25年５月21日㈫
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場　所：秋田市民交流プラザALVE
出席者：副参事　青山　純久
　　　　主　事　板橋　義宏

・東北地区私立大学就職セミナー
　開催日：平成25年６月13日㈭　
場　所：仙台サンプラザホール
出席者：副参事　青山　純久
　　　　主　事　板橋　義宏

・2014年採用戦線中間総括セミナー
開催日：平成25年７月23日㈫
場　所：AER（産業プラザ）
出席者：主　事　天満　聡子

・学生と企業との就職懇談会（主催　八戸工業大学）
開催日：平成25年８月28日㈬～29日㈭
場　所：八戸工業大学
出席者：副参事　青山　純久
　　　　主　事　板橋　義宏、天満　聡子

・学生と企業との就職懇談会（主催　八戸工業大学）
開催日：平成25年12月12日㈭
場　所：八戸工業大学
出席者：副参事　青山　純久
　　　　主　事　板橋　義宏

・学生と企業との就職懇談会（主催　八戸工業大学）
開催日：平成26年２月19日㈬～20日㈭
場　所：八戸工業大学
出席者：副参事　青山　純久
　　　　主　事　板橋　義宏

（16）就職支援委員会講座の開講
・公務員試験対策講座（全学年対象）
開催日：平成25年５月22日㈬～７月24日㈬（全10回）
場　所：大学会館２階会議室
講　師：日本公務員学院

・教員採用試験対策講座（全学年対象）
開催日：平成25年６月12日㈬～７月12日㈮（全10回）
場　所：大学会館２階会議室
講　師：日本公務員学院

・医療事務講座（全学年対象）
開催日：平成25年９月７日㈯～12月14日㈯（全13回）
場　所：大学会館２階会議室
講　師：株式会社ニチイ学館

・社会福祉士国家試験対策講座（全学年対象）
開催日：平成25年10月５日㈯～11月30日㈯（全16回）
場　所：大学会館２階会議室
講　師：日本公務員学院

（17）企業訪問
実施日：平成25年６月３日㈪、５日㈬、
　　　　　　　　６月10日㈪～12日㈬　
場　所：南部町、三戸町、野辺地町、むつ市、青森市、
　　　　黒石市、弘前市、鶴田町、八戸市、合計64社

（18）キャリアプランニング
・４月11日㈭　facebook の活用について（２・３・４年生）
・４月25日㈭　概要説明＆登録カード記入（３年生）
・５月９日㈭　就活に備える①スケジュールを知る（３年生）
・５月16日㈭　北東北三県私立大学合同就職支援ガイダンス
　　　　　　　事前指導（４年生）
・５月30日㈭　自己理解に役立つ検査 “コンピテンシー ”
　　　　　　　（２年生）
・６月13日㈭　合同企業研究会事前指導（３,４年生）
・６月17日㈪～21日㈮　合同企業研究会
　　　　　　　（大学３,４年生、短大２年生対象）
　　　　　　　場所：大学会館２階会議室
　　　　　　　参加企業数：22社
・６月27日㈭　就活再確認フォローアップ（４年生）

・７月11日㈭　自己の能力･力量･適性は “コンピテンシー
　　　　　　　解説 ”（２年生）
・７月18日㈭　職業選択に役立てよう
　　　　　　　講師：大谷学長（１,２,３年生）
・７月25日㈭　採用試験に備えよう
　　　　　　　①ＳＰＩ検査２,３年生
・９月19日㈭　採用試験に備えよう
　　　　　　　②ＳＰＩ検査解説及び対策講座（２,３年生）
・10月３日㈭　進路決定のための交流会 in 八戸学院大学
　　　　　　　（1,2,3年生）　ジョブカフェ青森
・10月17日㈭　就活に備える②自己分析 ･自己ＰＲの仕方
　　　　　　　（３年生）
・10月24日㈭　就活に備える③履歴書 ･エントリーシート
　　　　　　　の書き方（３年生）
・10月30日㈬　就活に備える④面接試験対策（３年生）
・11月７日㈭　就職合宿事前指導（３年生）
・11月９日㈯～10日㈰　就職合宿（３年生）
　　　　　　　場所：古牧温泉「青森屋」
・11月21日㈭　就合同企業研究会事前指導（３年生）
・12月５日㈭　合同企業研究会
　　　　　　　（大学３,４年生、短大２年生対象）
　　　　　　　場所：八戸プラザホテルアーバンホール
　　　　　　　参加企業数：59社
・12月12日㈭　先輩の体験発表 “内定者報告会 ”（３年生）

（19）基礎ゼミ対応
・５月22日㈬　知っておこう“就活のシステム･スケジュール”
　　　　　　　（１年生）
・12月18日㈬　参考にしよう先輩の “体験発表 ”（１年生）

（20）企業学内説明会および選考会
・６月27日㈭　パシッフィクゴルフマネージメント株式会社
・７月８日㈪　大和冷機工業株式会社
・９月25日㈬　ウォーターワン株式会社
・10月15日㈫　ガリバーインターナショナル株式会社
・10月30日㈬　マネックス証券株式会社
・11月12日㈫　自衛隊青森地方協力本部
・11月14日㈭　ソプラ株式会社
・11月18日㈪　社会福祉法人創生会
・11月22日㈮　警視庁
・11月25日㈪　東日本ハウス株式会社
・11月29日㈮　株式会社平山
・１月17日㈮　小川畜産株式会社

（21）広報委員会学外会議
・６月14日㈮　高等学校と大学・短期大学との情報交換会

（22）入試説明会の実施
○平成25年度八戸学院大学・八戸学院短期大学説明会
＜八戸会場＞

実施日：平成25年６月14日㈮
場　所：八戸プラザホテル
出席者：八戸学院大学・八戸学院短期大学教職員
参加者：27校（43名）

＜むつ会場＞
実施日：平成25年６月20日㈭
場　所：来さまい館
出席者：八戸学院大学・八戸学院短期大学教職員
参加者：５校（５名）

＜青森会場＞
実施日：平成25年６月21日㈮
場　所：青森観光物産館アスパム
出席者：八戸学院大学・八戸学院短期大学教職員
参加者：12校（14名）

○その他説明会
・八戸北高等学校南郷校舎　校内説明会（ヘキサ主催）
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　実施日　平成25年６月５日㈬
　対象者　３学年
　出席者　主　　事　天満　聡子

・十和田西高等学校　校内説明会（ヘキサ主催）
　実施日　平成25年６月８日㈯
　対象者　全学年
　出席者　課長補佐　岡沼　真由美

・八戸商業高等学校　校内説明会（ヘキサ主催）
　実施日　平成25年６月19日㈬
　対象者　３学年
　出席者　主　　事　天満　聡子

・千葉学園高等学校　校内説明会（さんぽう主催）
　実施日　平成25年６月21日㈮
　対象者　２、３学年
　出席者　主　　事　奥谷　綾

・青森中央高等学校　校内説明会（ダイヤ書房主催）
　実施日　平成25年６月27日㈭
　対象者　３学年
　出席者　課長補佐　岡沼　真由美
　　　　　主　　事　奥谷　綾

・柏木農業高等学校　校内説明会（ライセンスアカデミー主催）
　実施日　平成25年７月10日㈬
　対象者　１学年
　出席者　主　　事　天満　聡子

・六戸高等学校　校内説明会（さんぽう主催）
　実施日　平成25年７月12日㈮
　対象者　２学年
　出席者　課長補佐　岡沼　真由美

・大間高等学校　校内説明会（さんぽう主催）
　実施日　平成25年７月19日㈮
　対象者　全学年
　出席者　課　　長　小笠原　淳司

・９月１日㈰　 平成25年度保護者説明会
・八戸学院野辺地西高等学校　校内説明会
　（ライセンスアカデミー主催）
　　実施日　平成25年９月９日㈪
　　対象者　１学年
　　出席者　課　　長　小笠原　淳司
　　　　　　主　　事　坂野　仁志
・八戸北高等学校南郷校舎　校内説明会（ヘキサ主催）
　　実施日　平成25年９月18日㈬
　　対象者　１、２学年
　　出席者　課　　長　小笠原　淳司
・大湊高等学校　校内説明会（ヘキサ主催）
　　実施日　平成25年10月16日㈬
　　対象者　２学年
　　出席者　八戸学院大学ビジネス学部教授　村本　卓
・八戸聖ウルスラ学院高等学校　校内説明会（さんぽう主催）
　　実施日　平成25年10月28日㈪
　　対象者　２学年
　　出席者　課長補佐　岡沼　真由美
・青森中央高等学校　校内説明会（ダイヤ書房主催）
　　実施日　平成25年10月29日㈫
　　対象者　１、２学年
　　出席者　課　　長　小笠原　淳司
・六戸高等学校　校内説明会（ヘキサ主催）
　　実施日　平成25年11月８日㈮
　　対象者　２学年
　　出席者　課長補佐　岡沼　真由美
・岩木高等学校　校内説明会（ライセンスアカデミー主催）
　　実施日　平成25年11月13日㈬
　　対象者　２学年
　　出席者　課長補佐　岡沼　真由美
・八戸学院野辺地西高等学校　校内説明会（さんぽう主催）
　　実施日　平成25年11月18日㈪
　　対象者　１学年

　　出席者　課　　長　小笠原　淳司
　　　　　　主　　事　坂野　仁志
・青森東高等学校平内校舎　校内説明会
　（ライセンスアカデミー主催）
　　実施日　平成25年11月20日㈬
　　対象者　１学年
　　出席者　課　　長　小笠原　淳司
・千葉学園高等学校　校内説明会
　（ライセンスアカデミー主催）
　　実施日　平成25年11月21日㈭
　　対象者　１学年
　　出席者　課　　長　小笠原　淳司
　　　　　　主　　事　畑中　孝太
・三沢商業高等学校　校内説明会（キッズコーポレーション主催）
　　実施日　平成25年12月11日㈬
　　対象者　２学年
　　出席者　課長補佐　岡沼　真由美
・百石高等学校　校内説明会（ライセンスアカデミー主催）
　　実施日　平成25年12月11日㈬
　　対象者　２学年
　　出席者　課　　長　小笠原　淳司
・青森中央高等学校　校内説明会（主催）
　　実施日　平成26年１月23日㈭
　　対象者　１学年
　　出席者　課　　長　小笠原　淳司
　　　　　　主　　事　坂野　仁志
・名久井農業高等学校　校内説明会（さんぽう主催）
　　実施日　平成26年２月３日㈪
　　対象者　１学年
　　出席者　課　　長　小笠原　淳司
・三本木農業高等学校　校内説明会
　　（キッズコーポレーション主催）
　　実施日　平成26年２月13日㈭
　　対象者　２学年
　　出席者　主　　事　坂野　仁志
　※その他、各地ホテルで行われた業者主催進学相談会に
　　は58回出席。

（23）学校見学・体験授業・講演の実施
・実施日　平成25年６月13日㈭
　対　象　三本木農業高等学校
　内　容　施設見学
・実施日　平成25年７月４日㈭
　対　象　八戸学院光星高等学校母親研修会（18名）
　内　容　施設見学
・実施日　平成25年７月５日㈮
　対　象　七戸高等学校（１年生20名）
　内　容　施設見学
・実施日　平成25年７月８日㈪
　対　象　野辺地西高等学校（１年生103名）
　内　容　施設見学
・実施日　平成25年７月18日㈭
　対　象　三沢高等学校（看護希望生徒44名）
　内　容　体験授業・施設見学
　講　師　八戸学院短期大学看護学科講師　下川原　久子
　テーマ　看護について
・実施日　平成25年10月11日㈮
　対　象　三戸高等学校（２年生37名）
　内　容　講話・学部学科紹介・施設見学
　講　話　八戸学院大学学長　大谷　真樹
・実施日　平成25年10月24日㈭
　対　象　田子高等学校（２年生35名）
　内　容　体験授業・施設見学
　講　師　八戸学院短期大学ライフデザイン学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　学科長　茂木　典子
　テーマ　希望の進路をかなえるために
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・実施日　平成25年10月25日㈮
　対　象　種市高等学校（１年生66名）
　内　容　講話・施設見学
　講　話　八戸学院大学学長　大谷　真樹
・実施日　平成25年12月５日㈭
　対　象　六ヶ所高等学校（１年生41名）
　内　容　学部学科紹介・施設見学
・実施日　平成26年１月27日㈪
　対　象　三本木農業高等学校（１年生33名）
　内　容　学科紹介・模擬授業
　講　師　八戸学院短期大学幼児保育学科
　　　　　　　　　　教　授　田端　利則

（24）オープンキャンパス
場　所：八戸学院大学・八戸学院短期大学
出席者：八戸学院大学・八戸学院短期大学教職員、学生

・実施日：第１回　平成25年７月27日㈯
内　容　クラブ・サークル紹介、学部学科紹介、
　　　　体験授業
講　師　八戸学院大学ビジネス学部講師　杉山　幸一
テーマ　人はいつから人となるのか
　　　　－法律における「人」とは－
講　師　八戸学院大学ビジネス学部講師　橘　洋介
テーマ　大学で学ぶということ
　　　　－ビジネスと経済学・経営学－
講　師　八戸学院大学人間健康学部講師　村田　隆史
テーマ　社会福祉の実践と社会福祉士の役割
講　師　八戸学院大学人間健康学部講師　金地　美知彦
テーマ　性格検査を体験してみよう
講　師　八戸学院大学人間健康学部教授　三本木　温
テーマ　スポーツ科学とは何か？
講　師　八戸学院短期大学幼児保育学科
　　　　　　　　　　　　　　　学科長　附田　勢津子
　　　　　　　　　　　　　　　教　授　佐藤　愛子
　　　　　　　　　　　　　　　教　授　田端　利則
テーマ　幼児保育学科の音楽指導～ピアノ体験を通して～
講　師　八戸学院短期大学ライフデザイン学科
　　　　　　　　　　　　　　　准教授　三浦　文恵
　　　　上手なコミュニケーションって何？
講　師　八戸学院短期大学看護学科助教　佐藤　真由美
　　　　　　　　　　　　　　　　助教　坂本　弘子
　　　　バイタルサインズを測定してみよう！
　　　　（体温、脈拍、血圧、呼吸測定）

・実施日：第２回　平成25年 ９月28日㈯
内　容　入試対策講座、講話、体験授業、施設見学
講　師　八戸学院大学学長　大谷　真樹
テーマ　大学生とは
講　師　八戸学院大学人間健康学部教授　小林　喜輝
テーマ　学校教員になるということ
講　師　八戸学院大学ビジネス学部助教　加来　聡伸
テーマ　次代を拓く農業経営者の能力とは
講　師　八戸学院大学ビジネス学部教授　田中　哲
テーマ　会計とは何か
講　師　八戸学院大学人間健康学部教授　三本木　温
テーマ　保健体育教員になるには
講　師　八戸学院大学人間健康学部准教授　小幡　佐久子
テーマ　養護教諭を目指すために必要なこと
講　師　八戸学院短期大学幼児保育学科講師　佐貫　巧
テーマ　楽しい幼児美術体験
講　師　八戸学院短期大学幼児保育学科
　　　　　　　　　　　　　　　准教授　馬場　祥次
テーマ　ゼミナールってなあに？
講　師　八戸学院短期大学看護学科講師　三浦　広美
テーマ　必見：入試対策講座

（25）出張講義など
・対　象　八戸学院光星高等学校
　実施日　平成25年６月24日㈪
　場　所　八戸学院光星高等学校
　講　師　八戸学院大学人間健康学部講師　村田　隆史
　テーマ　社会福祉士のことを学ぼう！
　　　　　～人間健康学部での取り組みの紹介を兼ねて～
・対　象　大湊高等学校　１学年
　実施日　平成25年７月11日㈭
　場　所　大湊高等学校
　講　師　八戸学院短期大学看護学科助教　市川　裕美子
　テーマ　私が伝えたい看護の魅力
・対　象　大湊高等学校　１学年
　実施日　平成25年７月11日㈭
　場　所　大湊高等学校
　講　師　八戸学院大学人間健康学部助教　小柳　達也
　テーマ　福祉業界の魅力
・対　象　むつ工業高等学校　２学年
　実施日　平成25年９月５日㈬
　場　所　むつ工業高等学校
　講　師　八戸学院短期大学看護学科教授　仁木　雪子
　テーマ　生・性・SAY～高校生として性を考えてみよう～
・対　象　大湊高等学校　教員
　実施日　平成25年９月30日㈪
　場　所　大湊高等学校
　講　師　八戸学院短期大学ライフデザイン学科
　　　　　　　　　　　　　　　　学科長　茂木　典子
　テーマ　小論文・志望理由書の効果的な指導法とは
・対　象　八戸学院光星高等学校　全学年
　実施日　平成25年10月25日㈪
　場　所　八戸学院光星高等学校
　講　師　八戸学院大学人間健康学部
　　　　　　　　　　　准教授　フォステル・マルガリタ
　テーマ　人格の心理学
・対　象　十和田工業高等学校　１学年
　実施日　平成25年11月７日㈭
　場　所　十和田工業高等学校
　講　師　八戸学院大学ビジネス学部教授　田中　哲
　テーマ　「働くこと」と勉強の意味
・対　象　盛岡スコーレ高等学校
　実施日　平成25年11月14日㈭
　場　所　盛岡スコーレ高等学校
　講　師　八戸学院大学ビジネス学部教授　田中　哲
　テーマ　なぜ大学で学ぶのか
・対　象　八戸学院野辺地西高等学校　１学年
実施日　平成25年11月25日㈪
場　所　八戸学院野辺地西高等学校
講　師　八戸学院大学ビジネス学部講師　杉山　幸一
テーマ　大学生活と法律学について
　　　　― 自己管理と社会規範を知ろう ―
講　師　八戸学院大学人間健康学部講師　村田　隆史
テーマ　大学で学ぶことは現代の社会を知ること
　　　　― 私たちはどういう時代を生きているのか ―

（26）教職課程委員会学外会議
・介護等体験事業に係る大学等担当者会議
実施日　平成25年３月21日㈭
場　所　青森県観光物産館アスパム
参加者　課長　石田　功

・東北地区私立大学教職課程研究連絡協議会
実施日　平成25年５月11日㈯
場　所　宮城学院女子大学
参加者　八戸学院大学ビジネス学部教授　石橋　修
　　　　八戸学院大学人間健康学部教授　小林　喜輝

・日本養護教論養成大学協議会総会
実施日　平成25年９月５日㈭～６日㈮
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場　所　女性就業支援センター
参加者　八戸学院大学人間健康学部准教授　小幡　佐久子

・東北地区私立大学教職課程研究連絡協議会
期　間　平成25年10月19日㈯～20日㈰
場　所　いわて県民情報交流センター（アイーナ）
参加者　八戸学院大学ビジネス学部教授　石橋　修

　　　　　八戸学院大学人間健康学部教授　小林　喜輝

（27）平成25年度教育・養護実習日程等
≪教育実習≫

期　間　　５月～11月
　　人　数　　26名（商・情・保健体育等）
≪養護実習≫

期　間　　４月～６月
人　数　　４名（小・中学校）

・平成25年度介護等体験
期　間　　５月～１月
人　数　　26名

（28）教員免許更新講習
夏季講習
　必修講習　平成25年８月８日㈭～８月９日㈮
　選択講習　平成25年８月２日㈯～８月７日㈬
冬季講習
　必修講習　平成25年12月26日㈭～12月27日㈮
　選択講習　平成25年12月21日㈯～12月25日㈬

（29）教養教育運営委員会学外会議
・第62回東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会
開催日：平成25年８月29日㈭・８月30日㈮
会　場：福島大学（福島県福島市）
主　催：東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会
出席者：樺　克裕（大学ビジネス学部准教授）
　　　　建守　善之（短大ライフデザイン学科専任講師）

（30）報告書の発行状況
　平成25年11月20日　平成24年度　自己点検評価書発行

（31）リメディアル教育推進委員会
・入学前学習課題実施
平成25年10月24日　11月28日　12月５日　12月25日
平成26年２月12日　２月28日

・平成25年度　入学前学習課題アンケート調査実施
　ビジネス学部　平成25年７月22日
　人間健康学部　平成25年７月23日
・入学後リメディアル教育受講者募集説明
　（秋学期９月オリエンテーション）　平成25年９月13日
・リメディアル教材UPO-NETe- ラーニングシステム
　受講者説明会　平成25年10月９日

（32）国際交流部会学内行事
・三沢基地インターンシップ
期　間　平成25年11月14日㈭～11月15日㈮
参加者　大学４名、短大３名、引率教員２名、
　　　　広報担当（事務職員）１名

（33）大学入試センター試験実施委員会学外会議
・平成26年度大学入試センター試験地区連絡会議
　（第１回紙上会議）
　内　容　平成26年度大学入試センター試験
　　　　　青森・八戸・下北・弘前地区試験場の設定について
・平成26年度大学入学者選抜大学入試センター試験入試担
　当者連絡協議会（第１回）
　日　時　平成25年８月23日㈮　10：00 ～16:30
　場　所　秋田ビューホテル４F飛翔
　出席者　センター試験実施委員　田中　敬一

　　　　　センター試験実施委員　坂本　貴博
　　　　　センター試験担当課長　織戸　浩
　　　　　センター試験担当係長　藤原　真史
・平成26年度大学入試センター試験地区連絡会議
　（第２回集合会議）
　日　時　平成25年10月23日㈬　10：30 ～11：30
　場　所　北海道大学学術交流会館１F第２会議室
　出席者　センター試験実施委員　坂本　貴博
　　　　　センター試験担当課長　織戸　浩
・平成26年度大学入学者選抜大学入試センター試験試験場
　設定大学連絡協議会
　日　時　平成25年10月23日㈬　10：30 ～11：30
　場　所　北海道大学学術交流会館
　出席者　センター試験実施委員　坂本　貴博
　　　　　センター試験担当課長　織戸　浩
・平成26年度大学入試センター試験地区連絡会議
　（第３回紙上会議）
　内　容　大学入試センター試験田名部高校試験場担当大
　　　　　学の調整案について
・平成26年度大学入試センター試験地区連絡会議
　（第４回集合会議）
　日　時　平成25年12月２日㈪　14：00 ～16：30
　場　所　青森大学５号館第５会議室
　出席者　センター試験実施責任者　小澤　昭夫
　　　　　センター試験担当課長　　織戸　浩
　内　容　１. 大学入試センター試験田名部高校試験場担
　　　　　　 当大学の調整案について
　　　　　２. 地区連絡会議の開催方法について
・平成26年度大学入学者選抜大学入試センター試験入試担
　当者連絡協議会（第２回）
　日　時　平成25年12月９日㈪　10：00 ～15：30
　場　所　メルパルクＴＯＫＹＯ
　出席者　センター試験実施委員　長谷川　美千留
　　　　　センター試験担当課長　織戸　浩

（34）平成26年度大学入試センター試験の実施
　平成26年度大学入学者選抜大学入試センター試験は、平
成26年１月18日㈯、19日㈰の二日間で実施された。
　本学試験場では、八戸北高校（南郷校舎含）、八戸東高校、
三戸高校、八戸学院光星高校の受験生462人（男子173人、
女子289人）が受験し、特に大きな問題も無く終了すること
ができた。

（35）研究倫理委員会審査概要
　審査概要
　　第１回委員会…申請７件、承認３件、条件付承認２件、
　　　　　　　　　その他２件
•再生産年齢を対象とした女性の毛髪中水銀レベルの把握
と健康リスク評価（研究責任者：吉田稔教授）

•南部町転倒・寝たきり予防教室の効果に関する研究
　（研究責任者：渡邊陵由講師）
•はっち「まちの保健室」の利用者のニーズと利用実態
　（研究責任者：岩織美保子講師）
•スポーツ選手における体力・運動能力の縦断的な発達に
関する研究（研究責任者：三島隆章准教授）

•種差海岸の癒し効果の計測に関する基礎的研究
　（研究責任者：熊谷晶子教授）
　　第２回委員会…申請７件、承認７件
•看護学臨床実習の実施に関する研究
　（研究責任者：瀧澤透教授）
•ランニング愛好者における学校教育（持久走）への意識に
関する調査研究（研究責任者：三本木温教授）

•スクールソーシャルワーカーによる高校教員の支援に関
する一考察―部活動に着目して―

　（研究責任者：小柳達也助教）
•青年期に移行した小児慢性疾患患者のストレス対処力と
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レジリエンスに関する研究
　（研究責任者：山野内靖子准教授）
•糖尿病患者の食事療法と自己管理能力との関係
　（研究責任者：小沢久美子講師）
•血液透析患者のQOLと心理的要因に関する研究
　（研究責任者：小沢久美子講師）
•看護学生の実習前後における社会人基礎力自己評価の実
態調査（研究責任者：市川裕美子助教）

（36）ＦＤ委員会学外会議
・ＦＤネットワーク “つばさ ”第11回ＦＤ協議会
平成25年６月８日㈯
　山形大学・小白川キャンパス
　ビジネス学部講師　杉山　幸一
　八戸学院短期大学幼児保育学科講師　天摩　雅和

・平成25年度ＦＤネットワーク “つばさ ”学生ＦＤ会議
　（北翔大学）
　平成25年８月20日㈫
　　人間健康学部講師　金地　美知彦
　　人間健康学部３年　早狩　菜乃花
　　人間健康学部３年　渡邊　飛鳥
・第13回山形大学ＦＤ合宿セミナー
　【第１チーム】
　平成25年８月26日㈪～27日㈫　山形大学・蔵王山寮
　　八戸学院短期大学看護学科助教　久保　宣子
　【第２チーム】
　平成25年８月27日㈫～28日㈬　山形大学・蔵王山寮
　　ビジネス学部助教　加来　聡伸
・ＦＤネットワーク “つばさ ”第12回ＦＤ協議会
　平成26年２月15日㈯　明海大学・浦安キャンパス
　　※大雪により現地到着後中止決定
　　人間健康学部教授　三本木　温
　　八戸学院短期大学幼児保育学科講師　天摩　雅和

（37）平成25年度ＦＤ学内研修会
　テーマ　「教育技術の向上に向けて」
　　　　　～取り付き易い、分かり易い双方向の講義とは～
　講　師　八戸学院大学　総合研究所顧問　坂下　允章　
　　　　　ベリタス・アカデミー総括本部長　貝塚　勝己
　会　場　八戸学院大学・八戸学院短期大学総合実習館
　　　　　833教室
　開催日　平成25年７月３日㈬
　出席者　大学・短大教員63名

（38）平成25年度八戸学院大学・八戸学院短期大学ＦＤワー
　　クショップ
　　テーマ　「学生にとって分かり易い授業とは」
　　会　場　八戸学院大学３号館320教室
　　開催日　平成25年11月30日㈯
　　出席者　大学・短大教員51名、　大学・短大学生18名

（39）授業評価アンケートの実施
　《春学期》
　　期　間　平成25年７月10日㈬～７月24日㈬
　　科目数　大学39科目実施，短大23科目
　《秋学期》
　　期　間　平成26年１月20日㈪～１月31日㈮
　　　　　　短大：平成25年12月２日㈪～１月末日
　　科目数　大学30科目実施，短大20科目

（40）公開授業
　《春学期》
　　期　　　間　平成25年６月14日㈪～７月12日㈮
　　　　　　　　　※７月１日㈪～５日㈮は外部へも公開　　
　　実施教員数　大学30名、短大40名実施

　《秋学期》
　　期　　　間　平成25年11月11日㈪～29日㈮
　　　　　　　　　※11月18日㈪～22日㈮は外部へも公開
　　実施教員数　大学31名、短大34名実施

（41）平成25年度科学研究費申請サポート講習会
　研究推進委員会の主催により、平成25年７月23日㈫に831
講義室（総合実習館３階）において以下の通り開催された。
16：10 ～16：15　開会のあいさつ（研究推進委員長）
16：15 ～16：40　講師による説明と質疑応答

　　　　　（木鎌耕一郎先生：人間健康学部教授）
16：40 ～17：05　講師による説明と質疑応答

（三島　隆章先生：人間健康学部准教授）
17：05 ～17：30　講師による説明と質疑応答

（石橋　　修先生：ビジネス学部教授）
17：30 ～17：40　科研費に係る事務連絡
17：40 ～17：45　閉会のあいさつ（研究推進委員長）

（42）主なスポーツ戦績
（平成26年２月20日現在）
◇硬式野球部
・北東北大学野球春季リーグ戦　４月～６月
　第２位

【本学】　９－２　【岩手大学】
【本学】　５－４　【岩手大学】
【本学】　７－０　【盛岡大学】
【本学】　５－２　【盛岡大学】
【本学】　11－４　【青森大学】
【本学】　11－４　【青森大学】
【本学】　11－３　【青森中央学院大学】
【本学】　９－３　【青森中央学院大学】
【本学】　５－６　【富士大学】
【本学】　３－５　【富士大学】
【本学】　５－９　【富士大学】（プレーオフ）

・北東北大学野球新人戦
　第２位

【本学】　13－０　【北里大学】
【本学】　４－２　【秋田大学】
【本学】　０－１　【富士大学】

・東北地区大学野球選手権大会
　第２位

【本学】　４－１　【宮城教育大学】
【本学】　８－５　【岩手大学】
【本学】　２－１　【東北福祉大学】
【本学】　０－２　【富士大学】

・北東北大学野球秋季リーグ戦　８月～９月
　優勝
　※秋季リーグ戦優勝　東北地区代表決定戦に北東北第一
　　代表として出場決定

【本学】　２－０　【青森中央学院大学】
【本学】　５－３　【青森中央学院大学】
【本学】雨天順延【青森大学】
【本学】　０－２　【青森大学】
【本学】　９－２　【弘前大学】
【本学】　15－４　【弘前大学】
【本学】　２－０　【岩手大学】
【本学】雨天中止【岩手大学】
【本学】　６－０　【富士大学】
【本学】　２－０　【富士大学】
【本学】　５－０　【青森大学】
【本学】　３－２　【岩手大学】

・第五回東北地区代表決定戦　10月
　優勝
　※東北三連盟代表となり、11月16日開催の第44回明治神
　　宮野球大会に出場決定

【本学】　２－１　【東北福祉大学】
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【本学】　１－０　【富士大学】　　　　
・第44回明治神宮野球大会　11月　二回戦進出

【本学】　６－２　【福岡大学】
【本学】　０－７　【亜細亜大学】

◇サッカー部
・第37回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント東北
　予選　５月
　ベスト８

【本学】　不戦勝　【秋田県立大学】
【本学】　２－３　【東北大学】

・第41回青森県大学・高専サッカーリーグ　５月～６月
　優勝

【本学】　０－０　【弘前大学全学部】
【本学】　３－１　【八戸高専】
【本学】　６－０　【八戸工業大学】
【本学】　２－０　【北里大学】
【本学】　２－１　【弘前大学医学部】
【本学】　３－１　【青森中央学院大学】

・第64回東北地区大学総合体育大会（サッカーの部）　６月
　ベスト８

【本学】　３－３　【東北福祉大学】PK４－２
【本学】　１－１　【東北学院大学】PK４－５

・平成25年度青森県サッカー選手権大会　７月
【本学】　２－０　【ＴＡＴＥＯＫＡ　ＦＣ】
【本学】　１－０　【ラインメール青森】

・平成25年度第40回東北総合体育大会サッカー競技
　予選リーグ敗退

【青森県代表】　２－５　【福島県代表】
　※本学主体
・2013年度 NHK 杯第66回青森県サッカー選手権大会　８月
　準優勝

【本学】　０－２　【ヴァンラーレ八戸】
・平成25年度第38回東北地区大学サッカーリーグ　９～10月
　第６位

【本学】　７－３　【山形大学】
【本学】　３－１　【福島大学】
【本学】　４－４　【東北大学】
【本学】　０－８　【東北学院大学】
【本学】　０－２　【富士大学】
【本学】　２－３　【仙台大学】
【本学】　４－０　【弘前大学】
【本学】　13－０　【東日本国際大学】
【本学】　０－２　【岩手大学】

・平成25年度東北地区大学選抜選考会　12月
　新谷　翔太（人間健康学部２年）本学より派遣
◇柔道部
・全日本サンボ選手権大会　８月
82kg 級　福士　清貴（人間健康学部４年）準優勝
74kg 級　磯島　望宏（人間健康学部２年）優勝

・東北学生柔道体重別選手権大会　８月
磯島　望宏（人間健康学部２年）初戦敗退
飯田　悠太（人間健康学部１年）初戦敗退
佐々木　駿（人間健康学部１年）初戦敗退
福士　清貴（人間健康学部４年）ベスト16

・三船十段杯争奪柔道大会　９月
団体戦　　初戦敗退
福士　清貴（人間健康学部４年）二回戦敗退

・第53回南部地方柔道大会　10月
【本学】　２－３　【三戸町柔道協会】

◇弓道部
・第22回岩手県知事杯争奪弓道大会兼第59回北奥羽弓道大会
　４月　予選敗退
・第52回東北学生弓道大会　男子の部　４月
　個人戦　予選敗退
・第52回東北学生弓道大会　女子の部　４月
　個人戦予選

　早狩　菜乃花（人間健康学部３年）予選敗退
　中村　修子　（人間健康学部３年）決勝進出
　決勝・個人（射詰め）
　中村　修子　（人間健康学部３年）
・第36回八戸弓道大会　予選敗退
・平成25年度第48回春季県下弓道大会兼第68回国民体育大
　会青森県選手一次選考会　５月
　団体戦　予選敗退
　個人戦　２・３位決定戦（女子）
　繫　　佳苗（ライフデザイン学科２年）第３位
　個人戦　３位決定戦（男子）
　宮崎　将樹（ビジ２）第３位
・第68回国民体育大会青森県選手選考会　６月
　両名とも選考されず
　繫　　佳苗（ライフデザイン学科２年）
　宮崎　将樹（ビジネス学部２年）
　繫　　佳苗（ライフデザイン学科２年）
　宮崎　将樹（ビジネス学部２年）
・第８回東北地区学生弓道選手権大会　７月
　男子個人
　大塚　拓也　（人間健康学部１年）
　佐々木　俊輔（人間健康学部１年）一次予選敗退
　上野　洋明　（ビジネス学部２年）一次予選敗退
　三上　晃平　（ビジネス学部２年）二次予選敗退
　宮崎　将樹　（ビジネス学部２年）一次予選敗退
　小笠原　聖祥（ビジネス学部２年）一次予選敗退
　佐々木　一哉（ビジネス学部４年）一次予選敗退
　女子個人
　山下　裕舜　（人間健康学部１年）一次予選敗退
　繫　　佳苗　（ライフデザイン学科２年）一次予選敗退
　袰主　小百合（ライフデザイン学科２年）一次予選敗退
　中村　修子　（人間健康学部３年）一次予選敗退
　早狩　菜乃花（人間健康学部３年）一次予選敗退
・三大戦　９月
　男子　団体戦　準優勝
　女子　団体戦　予選敗退
　男子　個人戦　予選敗退
　女子　個人戦　予選敗退
・第53回東北地区秋季学生弓道大会V部リーグ戦　10月
　優勝
　男子団体戦

【本学】　36中－17中　【青森大学】
【本学】　45中－35中　【東北公益文科大学】
【本学】　45中－39中　【岩手県立大学】

　第２位
　男子個人戦
　佐々木　一哉（ビジネス学部４年）
・第43回東北地区秋季女子学生弓道大会Ⅲ部Aブロック
　リーグ戦　10月　第４位

【本学】　12－18　【秋田県立大学】
【本学】　18－28　【弘前大学】
【本学】　14－６　【岩手医科大学】
【本学】　10－14　【北里大学】

・東北地区秋季学生弓道大会Ⅳ部・Ⅴ部入替戦　11月
　V部残留　

【本学】56－67　【岩手医科大学】
・第17回東北学生弓道新人戦　12月
　団体戦　予選敗退
◇陸上競技部
・第51回南部地区陸上競技選手権大会
新田　諒介（人間健康学部３年）　男子100m予選   11’52
新田　諒介（人間健康学部３年）　準決勝　　　　  13’05　
新田　諒介（人間健康学部３年）　男子200m予選   24’31　　　
新田　諒介（人間健康学部３年）　準決勝　　　　  23’88　　　
新田　諒介（人間健康学部３年）　決勝　　　　　  24’01

　６位
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布施　勇気（ビジネス学部３年）　男子100m予選   11’83
布施　勇気（ビジネス学部３年）　準決勝　　　　  11’56　　　
布施　勇気（ビジネス学部３年）　決勝　　　　　  11’36

　４位　　　
布施　勇気（ビジネス学部３年）　男子200m予選   24’49
布施　勇気（ビジネス学部３年）　準決勝　　　　  24’07
布施　勇気（ビジネス学部３年）　決勝　　　　　  23’76

　５位
川守田　泰十（人間健康学部３年）男子100m予選   11’84　　　　
川守田　泰十（人間健康学部３年）準決勝　　　　  11’87　　　　
川守田　泰十（人間健康学部３年）男子200m予選   24’77　　　　
川守田　泰十（人間健康学部３年）準決勝　　　　  24’64　　　　
澤　幸弘（人間健康学部２年）　男子100m予選   11’64　　　　
澤　幸弘（人間健康学部２年）　準決勝　　　　  11’50
澤　幸弘（人間健康学部２年）　決勝　　　　　  11’48

　６位
澤　幸弘（人間健康学部２年）　男子110mH予選 15’88
澤　幸弘（人間健康学部２年）　決勝　　　　　  15’82

　１位
照井　真美（人間健康学部２年）　女子円盤投げ   22m83

　４位
三浦　文賀（人間健康学部２年）　女子円盤投げ   25m38

　２位
三浦　文賀（人間健康学部２年）　女子やり投げ   31m68

　１位
・平成25年度　青森県春季陸上競技選手権大会　５月
高橋　海斗（人間健康学部４年）　男子100m予選　12’16
高橋　海斗（人間健康学部４年）　男子200m予選　24’15
高橋　海斗（人間健康学部４年）　準決勝　　　　  23’97
高橋　海斗（人間健康学部４年）　男子400m予選　55’02
高橋　海斗（人間健康学部４年）　準決勝　  棄権
川守田　泰十（人間健康学部３年）男子100m予選　12’05
新田　諒介（人間健康学部３年）　男子100m予選　11’75
新田　諒介（人間健康学部３年）　準決勝　　　　  11’25
新田　諒介（人間健康学部３年）　男子200m予選　24’22
新田　諒介（人間健康学部３年）　準決勝　  棄権　　　
布施　勇気（ビジネス学部３年）　男子100m予選　11’83　　　
布施　勇気（ビジネス学部３年）　準決勝　  棄権　　　
布施　勇気（ビジネス学部３年）　男子400m予選　54’63　　　
新田　祥希（人間健康学部１年）　男子400m予選　54’02　　　
新田　祥希（人間健康学部１年）　準決勝　  棄権　　　
酒田　夕葵（ビジネス学部１年）　女子400m予選　65’97　　　
酒田　夕葵（ビジネス学部１年）　準決勝　　　　  65’07　　　
酒田　夕葵（ビジネス学部１年）　決勝　　　　　  65’96

　第８位　
塩谷　綺音（人間健康学部１年）　女子400m予選　60’72　　　
塩谷　綺音（人間健康学部１年）　準決勝　　　　  61’20　　　
塩谷　綺音（人間健康学部１年）　決勝　　　　　  61’58

　第３位　　
布施　勇気（ビジネス学部３年）男子４×100mR
布施　勇気（ビジネス学部３年）　予選　　　　　  44’17
川守田　泰十（人間健康学部３年）準決勝　　　　  43’78　　　
新田　諒介（人間健康学部３年）　決勝　　　　     43’92

　第４位　　
新田　祥希（人間健康学部１年）

・東北学生陸上競技対校選手権大会　５月
高橋　海斗（人間健康学部４年）　男子200m予選　24’06　
高橋　海斗（人間健康学部４年）　男子400m予選　52’99　
川守田　泰十（人間健康学部３年）男子100m予選　11’92　
川守田　泰十（人間健康学部３年）男子200m予選　24’41
新田　諒介（人間健康学部３年）　男子100m予選　11’45
新田　諒介（人間健康学部３年）　男子走り幅跳び決勝

　５m88
新田　祥希（人間健康学部１年）　男子400m予選　52’09
南　勇眞（人間健康学部１年）　　男子110mH予選 18’03
三浦　文賀（人間健康学部２年）　女子円盤投げ決勝

　25m31　第７位　
三浦　文賀（人間健康学部２年）　女子やり投げ決勝　

35m99　第５位
酒田　夕葵（ビジネス学部１年）　女子400m予選　64’71　
塩谷　綺音（人間健康学部１年）　女子400m予選　60’16　
塩谷　綺音（人間健康学部１年）　女子800m予選

  ２’22’’52
塩谷　綺音（人間健康学部１年）　決勝　　　　２’24’’91　

第７位　
新田　諒介（人間健康学部３年）　男子４×100mR予選

失格　
新田　祥希（人間健康学部１年）　　　　　　
川守田　泰十（人間健康学部３年）　　　　　

・北日本学生陸上競技対校選手権大会　６月
高橋　海斗（人間健康学部４年）　男子200m予選　

24’03　３着　
高橋　海斗（人間健康学部４年）　男子400m予選　　　　

53’98　４着　
布施　勇気（ビジネス学部３年）　男子200m予選　　　　

23’03　３着　
新田　諒介（人間健康学部３年）　男子100m予選　　　　

11’46　６着　
川守田　泰十（人間健康学部３年）男子100m予選　　　　

11’67　６着　
新田　祥希（人間健康学部１年）　男子400m予選　　　　

51’83　５着　
布施　勇気（ビジネス学部３年）　男子４×100mR予選　　　

43’77　６着　
川守田　泰十（人間健康学部３年）　　　　　
新田　祥希（人間健康学部１年）　　　　　　
新田　諒介（人間健康学部３年）　　　　　　
布施　勇気（ビジネス学部３年）　男子４×400mR予選　　　

３’25’’80　６着　
新田　祥希（人間健康学部１年）　　　　　　
川守田　泰十（人間健康学部３年）　　　　　
高橋　海斗（人間健康学部４年）　　　　　　
三浦　文賀（人間健康学部２年）　女子円盤投げ　24m09　　
三浦　文賀（人間健康学部２年）　女子やり投げ　33m53　　
塩谷　綺音（人間健康学部１年）　女子400m予選　59’68　

５着　
塩谷　綺音（人間健康学部１年）　女子800m予選　　　　

２’24’’82　３着　
塩谷　綺音（人間健康学部１年）　決勝　　　　　　　　

２’23’’30　６着
・第68回国民体育大会陸上競技青森県選手権大会　７月
布施　勇気（ビジネス学部３年）　男子100m予選　11’39　

２着　　
布施　勇気（ビジネス学部３年）　男子200m予選　棄権
新田　諒介（人間健康学部３年）　男子100m予選　11’34　

２着　　
新田　諒介（人間健康学部３年）　準決勝　　　  　11’47　

３着　　
新田　諒介（人間健康学部３年）　男子200m予選　23’28　

３着　　
新田　諒介（人間健康学部３年）　準決勝　　　　  23’48　

６着　　
川守田　泰十（人間健康学部３年）男子100m予選　11’56　

４着　　
新田　祥希（人間健康学部１年）　男子400m予選　51’92　

１着　　
新田　祥希（人間健康学部１年）　準決勝　  　　　51’24　

３着　　
新田　祥希（人間健康学部１年）　男子400mH　　 58’52　

２着　　
南　勇眞（人間健康学部１年）　　男子110mH　　 17’17　

３着　　
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布施　勇気（ビジネス学部３年）　男子４×100mR予選
43’00　１着　　

川守田　泰十（人間健康学部３年）決勝　　　　　  42’69　
４着　　

新田　祥希（人間健康学部１年）　　　　　
新田　諒介（人間健康学部３年）　　　　　
照井　真美（人間健康学部２年）　女子100m　　　　棄権
照井　真美（人間健康学部２年）　女子200m　　　 28’93　

５着　　
三浦　文賀（人間健康学部２年）　女子やり投げ　35m47

　６着　　
酒田　夕葵（ビジネス学部１年）　女子400m予選　　　　

１’04’’34　２着　　
酒田　夕葵（ビジネス学部１年）　準決勝　　　１’03’’19　　　
酒田　夕葵（ビジネス学部１年）　女子800m予選　　　　

２’29’’47　４着　　
酒田　夕葵（ビジネス学部１年）　準決勝　　　　　　　　

２’25’’25　３着　　
酒田　夕葵（ビジネス学部１年）　決勝　　　　　　　　

２’32’’83　７着　　
峠　有紗　（看護学科１年）　　　女子円盤投げ　28m08

　６着
・第68回国民体育大会陸上競技山形県予選会　７月
塩谷　綺音（人間健康学部１年）　女子400m予選　58’72　　　
　　　　　　　　　　　　　　　決勝　　  　　　58’31

・第63回東北地区大学総合体育大会　９月
布施　勇気（ビジネス学部３年）　男子200m予選　23’12

　　６着　　
布施　勇気（ビジネス学部３年）　準決勝　　　　  22’99

　８着　　
新田　諒介（人間健康学部３年）　男子100m予選　11’35

　２着　　
新田　諒介（人間健康学部３年）　準決勝　　　　　棄権　　
川守田　泰十（人間健康学部３年）男子100m予選　11’71

　６着　　
澤　幸弘（人間健康学部２年）　男子100m予選　12’07

　６着　　
澤　幸弘（人間健康学部２年）　男子110mH予選 15’91

　２着　　
澤　幸弘（人間健康学部２年）　決勝　　　　　  16’08

　８着　　
新田　祥希（人間健康学部１年）　男子200m予選　23’28　

５着　　
新田　祥希（人間健康学部１年）　男子400m予選　52’35　

４着　　
南　勇眞（人間健康学部１年）　　男子110mH予選 17’18　

６着　　
布施　勇気（ビジネス学部３年）　男子４×400mR予選　　　

43’33　５着　　
川守田　泰十（人間健康学部３年）　　　　　
新田　諒介（人間健康学部３年）　　　　　
新田　祥希（人間健康学部１年）　　　　　
照井　真美（人間健康学部２年）　女子100m予選　14’16

　４着　　
照井　真美（人間健康学部２年）　女子200m予選　 棄権　　
三浦　文賀（人間健康学部２年）　女子やり投げ決勝　　　

35m08　５着　　
三浦　文賀（人間健康学部２年）　女子円盤投げ決勝　　　

26m16　６着　　
塩谷　綺音（人間健康学部１年）　女子200m予選　27’39　

２着　　
塩谷　綺音（人間健康学部１年）　決勝　　　　　  26’16　

６着　　
塩谷　綺音（人間健康学部１年）　女子400m予選　58’91　

２着　　
塩谷　綺音（人間健康学部１年）　決勝　　　　  　60’27　

７着
・第42回東北学生陸上競技選手権　10月
布施　勇気（ビジネス学部３年）　男子100m予選　11’34

　２着　　
布施　勇気（ビジネス学部３年）　男子200m予選　22’98

　３着　　
川守田　泰十（人間健康学部３年）男子100m予選　11’79

　４着　　
新田　諒介（人間健康学部３年）　男子100m予選　 棄権　　
高橋　海斗（人間健康学部４年）　男子100m予選　11’85　

６着　　
高橋　海斗（人間健康学部４年）　男子200m予選　23’45

　３着　　
澤　幸弘（人間健康学部２年）　男子100m予選　11’45

　５着　　
澤　幸弘（人間健康学部２年）　男子110mH予選 15’64

　１着　　
澤　幸弘（人間健康学部２年）　決勝　　　　  　15’65

　６着　　
古川　真也（人間健康学部２年）　男子100m予選　12’14

　５着　　
古川　真也（人間健康学部２年）　男子200m予選　25’37

　５着　　
新田　祥希（人間健康学部１年）　男子200m予選　23’30　

３着　　
新田　祥希（人間健康学部１年）　男子400m予選　52’15　

５着　　
南　勇眞（人間健康学部１年）　　男子110mH予選 16’76　

３着　　
布施　勇気（ビジネス学部３年）　男子４×400mR予選

43’55　４着　　
川守田　泰十（人間健康学部３年）　　　　　
澤　幸弘（人間健康学部２年）　　　　　

新田　祥希（人間健康学部１年）　　　　　
照井　真美（人間健康学部２年）　女子200m予選　28’16

　６着　　
照井　真美（人間健康学部２年）　女子400m予選　64’69　

６着　　
三浦　文賀（人間健康学部２年）　女子やり投げ決勝　

33m66　４着　　
三浦　文賀（人間健康学部２年）　女子円盤投げ決勝　　　

26m54　４着　　
塩谷　綺音（人間健康学部１年）　女子200m予選　27’20

　４着　　
塩谷　綺音（人間健康学部１年）　女子400m予選　60’11　
３着

・第41回南部地区室内陸上選手権　１月
澤　幸弘（人間健康学部２年）　男子40m　　　  ５’10

　第１位　
澤　幸弘（人間権子学部２年）　男子40mH　　   ５’70

第１位　　
古川　真也（人間健康学部２年）　男子40m　　　  ５’30

　第５位　　　
古川　真也（人間健康学部２年）　男子40mH　　  ５’90

　第２位　　
新田　祥希（人間健康学部１年）　男子40mH　　  23’30

　第９位　　　　
新田　祥希（人間健康学部１年）　男子300m　　   42’60     

第２位　　
南　勇眞（人間健康学部１年）　　男子40mH　　  ５’90

　第３位　　
新田　諒介（人間健康学部３年）　男子立三段跳　 

８m66　第１位
◇軟式野球部
・第36回全日本大学軟式野球選手権大会予選大会予選リーグ
　４～５月
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【本学】　12－２　【北里大学】
【本学】　５－７　【岩手大学】
【本学】　４－２　【八戸工業大学】
【本学】　４－３　【盛岡大学】

・第36回全日本大学軟式野球選手権大会予選大会決勝トー
　ナメント　５月
　優勝
　※奥羽地区代表として、第36回全日本大学軟式野球選手
　　権大会に出場が決定

【本学】　２－１　【秋田大学】
【本学】　３－２　【岩手大学】

・奥羽地区大学軟式野球連盟近藤杯　６月
【本学】　３－４　【岩手大学】

・第36回全日本大学軟式野球選手権大会　８月
【本学】　９－２　【松本大学】
【本学】　２－８　【神奈川大学】

・第34回全日本大学軟式野球東日本選手権大会奥羽地区予
　選リーグ　９月

【本学】　７－０　【弘前学院大学】
【本学】　７－０　【国際教養大学】

・第34回全日本大学軟式野球東日本選手権大会奥羽地区予
　選リーグ　10月　優勝
　※奥羽地区第一代表として第34回東日本大学軟式野球選
　　手権大会に出場決定

【本学】　２－０　【秋田大学】
【本学】　10－３　【盛岡大学】

・第34回東日本大学軟式野球選手権大会　11月
【本学】　０－８　【武蔵大学】

◇バスケットボール部（男子）
・国民体育大会バスケットボール　５月

【本学】　79－86　【JINYA】
・青森県学生春季バスケットボール大会　６月
　第３位

【本学】113－72　【八戸工業大学】
【本学】　78－94　【青森大学】
【本学】　89－78　【弘前大学】

・東北地区大学大会　６月
【本学】　94－53　【東北工業大学】
【本学】　84－102　【富士大学】

・北奥羽２部トーナメント大会　９月第３位
【本学】112－58　【秋田県立大学】
【本学】　50－77　【弘前大学】
【本学】103－63　【北里大学】

・青森県総合選手権大会　10月
【本学】　91－84　【ヒラカワ事務機】
【本学】　60－61　【青森大学】

・第37回東北大学バスケットボール新人大学　12月
【本学】118―60　【岩手県立大学】
【本学】　86－74　【秋田大学】
【本学】　75－95　【仙台大学】

◇バスケットボール部（女子）
・国体予選　５月

【本学】　59－55　【弘前大学】
【本学】　53－68　【西北五クラブ】

・北奥羽地区大学春季バスケットボール大会　５月
　第３位

【本学】　69－30　【秋田大学】
【本学】　44－52　【弘前大学】
【本学】　54－44　【岩手大学】

・青森県学生春季バスケットボール大会　６月
　第２位

【本学】　88－27　【北里大学】
【本学】　56－57　【弘前大学】

・東北地区大学大会　６月
【本学】　93－45　【東北文化学園大学】
【本学】　70－91　【仙台大学】

・北奥羽２部トーナメント大会　９月
　第３位

【本学】　64－75　【青森中央学院】
【本学】　71－44　【秋田大学】

・青森県総合選手権大会　10月
【本学】　48－59　【青森中央学院大学】

・第24回青森県大学交流バスケットボール大会
【本学】　72－34　【北里大学】
【本学】　78－73　【青森中央学院大学】
【本学】　48－54　【弘前大学】

・第37回東北大学バスケットボール新人大会　12月
【本学】　87－31　【盛岡大学】
【本学】　51－57　【福島大学】

◇スピードスケート部
・十和田湖ヒルクライム2013　９月
【男子の部】西澤　奎佑　（人間健康学部１年）　第25位
【女子の部】丹波　佳奈美（人間健康学部１年）　第２位
・第47回青森県選抜スピードスケート競技会兼第69回国民
体育大会冬季大会青森県第一選考会

　西澤　奎佑　（人間健康学部１年）　男子1500m
　２’05　第１位

　西澤　奎佑　（人間健康学部１年）　男子1000m
　２’31　第１位

　丹波　佳奈美（人間健康学部１年）　女子1500m
　１’19　第４位

　丹波　佳奈美（人間健康学部１年）　女子1000m
　１’36　第４位

・東北大会　12月
　西澤　奎佑　（人間健康学部１年）　男子1500m  第２位
　西澤　奎佑　（人間健康学部１年）　男子1000m  第１位
　丹波　佳奈美（人間健康学部１年）　女子1500m  第１位
　丹波　佳奈美（人間健康学部１年）　女子1000m  第１位
・第69回国民体育大会冬季大会　１月～２月
　西澤　奎佑　（人間健康学部１年）　個人　      予選敗退
　西澤　奎佑　（人間健康学部１年）　成年男子R 予選敗退
　丹波　佳奈美（人間健康学部１年）　個人　      予選敗退
　丹波　佳奈美（人間健康学部１年）　成年女子R

　第７位入賞
◇アイスホッケー部
・東北地区学生アイスホッケー秋季大会　８月

【本学】　６－３　【東北福祉大学】
【本学】　１－３　【東北学院大学】
【本学】　３－６　【八戸工業大学】

・デーリー東北新聞社杯第49回八戸市実業団アイスホッケー
　リーグ戦　９月～10月
　第６位

【本学】　０－５　【八戸ブルースターズ】
【本学】　４－４　【吉田産業】　
【本学】　３－６　【小中野フェニックス】
【本学】　０－13　【青い森信用金庫】
【本学】　４－６　【八戸工業大学】

・RAB杯第66回青森県アイスホッケー選手権大会　11月
【本学】　21－０　【八戸西高等学校】
【本学】　２－６　【吉田産業】

・平成25年度東北地区学生アイスホッケー選手権大会兼第
　86回日本学生氷上競技選手会大会東北地区予選　11月
　準優勝
　※インカレ出場決定

【本学】　８－１　【東北福祉大学】
【本学】　３－４　【八戸工業大学】

・平成25年度競技別強化合宿事業福島県アイスホッケー競技
　12月
　佐藤　秀広（人間健康学部４年）本学より派遣
　橋本　圭介（人間健康学部４年）本学より派遣
・第40回東北総合体育大会アイスホッケー競技成年の部
　12月
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　佐藤　秀広（人間健康学部４年）本学より派遣
　橋本　圭介（人間健康学部４年）本学より派遣
・第86回日本学生氷上競技選手権大会　１月

【本学】　３－５　【立命館大学】
・平成25年度協議別強化合宿事業（アイスホッケー）　１月
　佐藤　秀広（人間健康学部４年）本学より派遣
　橋本　圭介（人間健康学部４年）本学より派遣
・第69回国民体育大会冬季大会（アイスホッケー）　１月～２月
　第８位
　佐藤　秀広（人間健康学部４年）
　橋本　圭介（人間健康学部４年）

【福島県】　５－２　【岡山県】一回戦
【福島県】　５－２　【福岡県】二回戦
【福島県】　０－11　【栃木県】準々決勝
【福島県】　０－６　【神奈川県】５～８位決定戦
【福島県】　１－５　【茨城県】７位決定戦　　　　

◇ラグビー部
・第63回東北地区大学体育大会ラグビーフットボール競技
　６月
　第４位

【本学】　34－５　【山形大学】
【本学】　10－33　【仙台大学】
【本学】　53－０　【北里大学】
【本学】　12－21　【東北学院大学】
【本学】　12－19　【盛岡大学】

・ラグビーカーニバル　６月
　優勝

【本学】　36－０　【弘前大学】
【本学】　41－０　【北里大学】

・東北セブンス大会　７月
【本学】　17－14　【岩木選抜】
【本学】　０－34　【宮城選抜】

・東北地区大学ラグビーリーグ・２部リーグ戦　９月～10月
　優勝

【本学】　34－５　【山形大学】
【本学】　83－５　【福島医科大学】
【本学】　88－０　【日本大学工学部】
【本学】　63－５　【秋田大学】
【本学】　34－０　【東北大学医学部】

・平成25年度東北地区大学ラグビーリーグ入替戦　11月
【本学】　19－22　【岩手大学】

・タグラグビー教室　11月
　名久井農業高等学校にて
◇硬式テニスサークル
・青森県春季ダブルステニス選手権大会　６月
　予選リーグ敗退

【本学】　１－６　【海自青森 TC】
　菊田　恭平（人間健康学部２年）
　坂本　京一（人間健康学部３年）

【本学】　２－６　【ふかふか TC】
菊田　恭平（人間健康学部２年）
坂本　京一（人間健康学部３年）

・平成25年度八戸市 B・C級ダブルスオープンテニス大会
　６月
・平成25年度八戸市ダブルス選手権大会　７月

【本学】　９－８　【海自青森】
村田　隆史（本学教員）
坂本　京一（人間健康学部３年）

【本学】　１－８　【八戸工業大学】
村田　隆史（本学教員）
坂本　京一（人間健康学部３年）

【本学】　７－９　【八戸高専】
小山　祐太朗（ビジネス学部１年）
渡邊　飛鳥（人間健康学部３年）

【本学】　３－８　【八戸高専】
山本　徹（本学職員）

田中　翔吾（ライフデザイン学科１年）
【本学】　８－３　【ふかふか】

山本　徹（本学職員）
田中　翔吾（ライフデザイン学科１年）

【本学】　０－８　【ロイヤル】
小山　祐太朗（ビジネス学部１年）
渡邊　飛鳥（人間健康学部３年）

・平成25年度八戸市シングルス選手権大会　８月
【山本　徹（本学職員）】　　　　　　３－６　【八戸高専】
【坂本　京一（人間健康学部３年）】　２－６　【ロイヤル】
【吉田　翔太（人間健康学部３年）】　０－８　【おいらせ】
【小山　祐太朗（ビジネス学部１年）】８－５　【八戸高専】
【菊田　恭平（人間健康学部２年）】　５－８　【T’s club】
【渡邊　飛鳥（人間健康学部３年）】　３－８　【八戸高専】
【小山　祐太朗（ビジネス学部１年）】０－８　【海自青森】
【山本　徹（本学職員）】　　　　　　２－６　【八戸高専】
【坂本　京一（人間健康学部３年）】　３－６　【えぬぶん】
【渡邊　飛鳥（人間健康学部３年）】　０－６　【八戸市庁】
【菊田　恭平（人間健康学部２年）】　６－０　【八戸高専】
【山本　徹（本学職員）】　　　　　　５－７　【八戸高専】
・平成25年度泉山杯争奪テニス選手権大会　９月

【本学】　０－３　【ふかふか TC】
【本学】　０－３　【T’sTC】
【本学】　０－３　【海自青森チームC】
【本学】　０－３　【ロイヤル TC】
【本学】　０－３　【八戸市庁】
【本学】　０－２　【ファミリー TC】
【本学】　０－２　【ふかふか TC】

◇平成25年度うみねこ大会（八戸市秋季ミックスダブルス）
　予選一次リーグ

【本学】　１－４　【原燃 TC】
黒沢　成実（人間健康学部３年）
坂本　京一（人間健康学部３年）

【本学】　４－２　【八戸工大】
黒沢　成実（人間健康学部３年）
坂本　京一（人間健康学部３年）

【本学】　４－２　【リトルモー】
黒沢　成実（人間健康学部３年）
坂本　京一（人間健康学部３年）

【本学】　３－６　【おいらせ】
黒沢　成実（人間健康学部３年）
坂本　京一（人間健康学部３年）

（43）主な文化活動
◇ Be-labo　　　　　
　３月12日　八戸水産公社前　第32回八戸うみねこマラソン
　５月26日　種差海岸　第８回うみねこウォーク（撮影）　
　６月１日　階上町　番組収録　
　７月13日　グレットタワー　番組収録

　「はちのへ英語禁止ドライブ」　
　まつりんぐ広場  番組収録
　「はちのへ英語禁止ドライブ」　
　風の道公園　番組収録
　「はちのへ英語禁止ドライブ」

　７月21日　階上海岸、階上駅・八戸駅　いちご煮まつり
　（階上 PR用映像撮影）

　７月27日　階上海岸、階上駅・八戸駅　いちご煮まつり
　（階上 PR用映像撮影）
　※階上町連携受託事業の PR用映像撮影

　７月27日　本学　オープンキャンパス（MC、撮影）
　８月29日　ヴィアノヴァ　ホットペッパー取材
　９月13日　田子町ガーリックセンター　

　学祭出店メニュー撮影
　９月28日　本学　オープンキャンパス（MC、撮影）
　10月19日　八戸学院光星高等学校　

　光星祭イベントステージ撮影
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　10月24日　青山テラス　テントセントークライブ
　「なまけものだもの」

　11月10日　ポータルミュージアムはっち　
　ホットペッパーの取材に同行・補助　

11月14日　八戸市東運動公園　番組収録　
11月14日　八戸テレビ　番組収録　
11月15日　ポータルミュージアムはっち　番組収録　
11月17日　南部山運動公園  番組収録　
12月13日　八戸学院短期大学  番組収録

◇障がい児（者）共生サークル「てとて」
５月11日　八戸市福祉公民館・フレンドパーク説明会・

　年間打ち合せ
５月18日　八戸市福祉公民館・フレンドパーク

　※自閉症児と余暇を過ごすボランティア活動
６月９日　階上岳・八戸市の障がい児対象の階上岳登山

　でのボランティア
７月20日　八戸市福祉公民館・フレンドパーク
11月９日　八戸市福祉公民館・自閉症児対象の余暇活動

◇自然サークル
５月25日　階上岳・登山
６月30日　古里河川公園・バーベキュー

◇吹奏楽サークル
５月25日　八戸東運動公園・野球応援
11月６日　八戸市公会堂・八戸学院フェスタでの演奏

◇ワンワールド
６月２日　三沢市公会堂・三沢アメリカンデー参加
６月15日　三沢国際交流センター・三沢国際交流協会

　バーベキュー
７月13日　フォーラム八戸・映画鑑賞
８月24日　ポータルミュージアムはっち・国際交流フェスタ
９月１日　フォーラム八戸・映画鑑賞
９月14日　アンソニー先生宅・外国人との交流パーティー
９月15日　米軍三沢基地・三沢基地航空祭
９月28日　三沢国際交流センター・グローバル人材養成

　セミナー
10月13日　フォーラム八戸・洋画鑑賞会
11月24日　三沢国際交流センター・米国感謝祭試食会
12月１日　フォーラム八戸・洋画鑑賞会

◇ネットワーカーズ
・三八五オートスクール八戸校開校50周年記念イベント
「交通安全の集い」10月12日㈯

　※三八五オートスクール八戸校でのサバだしラーメンの
　　出店
・第４回いかさば祭り11月29日㈮～12月１日㈰
　※八食センターでのサバだしラーメンの出店
◇キャリアサポート研究会
４月20日　八戸学院大学研修・参加学生15名
４月27日　八戸学院大学ワークショップ演習

　・参加学生15名
４月27日　本学・総合実習館831教室ワークショップ演習
５月19日　本学・総合実習館812教室基本研修

　・参加学生４名
５月25日　本学・総合実習館ワークショップ演習

　・参加学生６名
６月８日　三沢高校CBS 法の実施・参加学生14名
６月１日　総合社会教育センター三沢・三戸企画リハーサル

　　・参加学生12名
６月15日　三戸高校CBS 法の実施・参加学生４名
９月３日　青森県立三沢商業高等学校三沢商業企画
９月10日　青森県立七戸高等学校七戸高校企画

　・参加学生５名
11月２日　青森県総合社会教育センター・参加学生２名
11月７日　青森県立六ヶ所高等学校六ヶ所高校企画

　・参加学生20名
11月16日　青森県立三本木高等学校・参加学生５名

12月４日　八戸工業大学第二高等学校一年生対象ワーク
　ショップ

12月11日　八戸工業大学第二高等学校一年生対象ワーク
　ショップ

◇村田ゼミ
６月９日　障がい者支援施設のぞみ園・のぞみ祭のボラ

　ンティア
２月８日　平成25年度スクールソーシャルワーク普及促

　進研修会
中村　寿仁（人間健康学部２年）
木幡　慎哉（人間健康学部２年）
中村　陽香（人間健康学部１年）
向亜　季（人間健康学部１年）

◇スポーツサポートチーム
１月25日～今年度末
八戸工業大学第一高等学校、八戸工業大学硬式野球部へ
のトレーニング指導
工藤　大輝（人間健康学部４年）
髙橋　海斗（人間健康学部４年）
村畑　穂乃加（人間健康学部４年）

（44）図書館委員会学外会議
・私立短期大学図書館協議会全国理事会
開催日　平成25年５月16日㈭
会　場　南青山会館（東京都港区）
出席者　情報メディア課課長補佐　織戸　浩
同係長　中村　富美夫

・私立短期大学図書館協議会全国総会
開催日　平成25年５月17日㈮
会　場　青山女子短期大学
出席者　情報メディア課課長補佐　織戸　浩
同係長　中村　富美夫

・私立大学図書館協会東地区部会総会・館長会・講演会
開催日　平成25年６月14日㈮
会　場　國學院大學渋谷キャンパス
出席者　館長　矢野　峰生

・第19回 青森県高等教育機関図書館協議会総会
開催日　平成25年７月12日㈮
会　場　弘前大学
出席者　情報メディア課課長　浜　章夫
　　　　同課長補佐　織戸　浩
　　　　同主事（司書）　伊藤　瞳

・平成25年度著作権セミナー
開催日　平成25年８月８日㈭
会　場　ウエディングプラザアラスカ（青森市）
出席者　情報メディア課課長補佐　織戸　浩
　　　　同主事　出町　望

・第68回 東北地区大学図書館協議会総会
開催日　平成25年９月27日㈮
会　場　八戸工業大学
出席者　情報メディア課課長　浜　章夫
　　　　同課長補佐　織戸　浩

・平成25年度青森県高等教育機関図書館協議会研修会
　⑴世界の自動書庫の状況について
　⑵ ICU 図書館の活動について
開催日　平成25年11月22日㈮
会　場　青森公立大学大学院棟
出席者　情報メディア課課長補佐　織戸　浩

（45）「図書館利用指導」の実施について
　基礎演習の授業と図書館の連携で効果を上げている情報
リテラシー指導の一環である「文献検索の基礎」について
の図書館利用指導を実施した。５月、６月、短大の看護学
科・幼児保育学科・ライフデザイン学科を対象に行い、大学
については希望するゼミを対象にチャペルで行った。
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（46）ビブリオバトル、郷土資料の展示会の開催
　学生祭（大学秋桜祭・短大光華祭）開催に合わせ、平成25
年10月26日㈯、27日㈰の両日、「若者が大人に読んでほし
い本」と「大人が若者に読んでほしい本」を紹介する企画展
示『図書館プレゼンツ 若者ＶＳ大人 ビブリオバトル』を実
施した。その他、古本市や、八戸に関する書籍を集めた郷
土関係書籍展示を行った。

（47）平成25年度私立短期大学図書館東北地区図書館協議会
　　総会・研修会
　平成25年10月４日㈮、私立短期大学図書館協議会東北地
区協議会の会長館として、本学を会場に総会・研修会を開
催した。
開催日　平成25年10月４日㈮
総　会　図書館チャペル　13：00 ～
研修会　図書館チャペル　14：00 ～
講　師　八戸市立南郷図書館　館長　石原　均　氏

　テーマ　「図書館と地域との連係」

（48）特別学生支援室にて対応事項
・入学前事前面談
・対話合宿
・基礎ゼミにおける配慮
・特別学生支援室の規定及び要綱の作成
・講義を受講する際に特段の配慮が必要な学生に対する
ノートテイカーの実施

・NPO法人夢との意見交換
・保護者への状況報告及び面談（随時）
・定期試験時において、監督者が特段の配慮が必要な学生
に対して行う具体的配慮事項の説明

（49）庶務日記摘録
○教務委員会
平成25年３月６日㈬　４月２日㈫　５月１日㈬

６月５日㈬　７月10日㈬　９月４日㈬　
10月２日㈬　11月８日㈮　12月５日㈭

平成26年１月10日㈮　１月30日㈭　２月26日㈬
○学生委員会
平成25年４月１日㈪　４月12日㈮　５月７日㈫

６月３日㈪　６月18日㈫　７月１日㈪
７月８日㈪　７月30日㈫　８月５日㈪
９月２日㈪　10月７日㈪　11月11日㈪　
12月２日㈪

平成26年１月10日㈮　２月３日㈪
○就職支援委員会
平成25年４月16日㈫　５月１日㈬　６月４日㈫　

７月２日㈫　９月３日㈫　10月１日㈫
11月11日㈪　12月３日㈫

　平成26年２月４日㈫ 
○キャリア支援センター会議
平成25年５月７日㈫　６月11日㈫　７月９日㈫　

９月11日㈬　10月８日㈫　11月12日㈫
12月10日㈫

平成26年１月７日㈫　２月10日㈪
○研究倫理委員会
平成25年５月24日㈮　再審査：６月21日㈮
平成25年10月21日㈪　再審査：10月28日㈪

○研究推進委員会
平成25年５月８日㈬　６月12日㈬　７月10日㈬　

９月11日㈬　10月９日㈬　11月12日㈫
12月４日㈬

平成26年１月21日㈫　２月７日㈮
○特別学生支援室
平成25年４月２日㈫　７月９日㈫

○自己点検評価委員会
平成25年５月13日㈪　５月29日㈬　６月18日㈫　

８月27日㈫　８月30日㈮　９月３日㈫
10月11日㈮　12月６日㈮

平成26年１月27日㈪
○リメディアル教育推進委員会
平成25年６月７日㈮　11月５日㈫

○教養教育運営委員会
平成25年６月11日㈫　７月９日㈫　９月10日㈫　

11月12日㈫　12月10日㈫
平成26年１月28日㈫

○教職課程委員会
平成25年５月14日㈬　９月24日㈫　12月19日㈭

○ FD委員会
平成25年４月５日㈮　４月26日㈮　５月27日㈪

６月24日㈪　７月31日㈬　９月２日㈪
10月２日㈬　10月30日㈬　12月９日㈪

平成26年１月８日㈬　２月５日㈬　３月３日㈪
○広報委員会
平成25年４月30日㈫　６月４日㈫　７月２日㈫

８月27日㈫　９月24日㈫　10月29日㈫
12月３日㈫

平成26年１月６日㈪　１月28日㈫
○入学試験運営委員会
平成25年４月11日㈭　４月30日㈫　６月３日㈪

７月１日㈪　９月２日㈪　10月７日㈪
○図書委員会
平成25年４月26日㈭　７月10日㈬　11月26日㈬

○紀要編集委員会
平成25年４月22日㈪　10月１日㈫
平成26年１月27日㈪

○大学入試センター試験実施委員会
平成25年９月13日㈮　11月１日㈮　11月29日㈮

12月13日㈮
　監督者説明会　12月18日㈬【大学】
　監督者説明会　12月19日㈭【短大】
平成26年１月７日㈫　２月７日㈮
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◆本号は一部をのぞき平成25年3月1日から
平成26年2月28日までの記事を掲載しました。

人間健康学部

■宮澤　君子（みやさわ・きみこ）

　1959（昭和34）年生まれ。青森県八戸市出身。労働福祉
事業団青森労災看護専門学校卒業。労働福祉事業団青森労
災病院看護師、青森労災看護専門学校専任教員、八戸看護
専門学校第２看護学科（２年課程通信制）専任教員を経て、
2013年４月より八戸学院大学人間健康学部助教。担当科
目は、救急処置、看護学臨床実習Ⅰ・Ⅱ、基礎演習・プレゼ
ンテーション。

■小柳　達也（おやなぎ・たつや）

1983（昭和58）年３月生まれ。新潟県出身。
【学歴】　日本社会事業大学大学院福祉マネジメント研究科

ビジネス・マネジメントコース修了。
【保有資格】　社会福祉士、介護福祉士、第一種衛生管理者

免許。
【専門分野】　高齢者福祉論、福祉経営論。
【職歴】　国立のぞみの園研究員、北星学園大学助手等を経

て、現職。
【担当科目】　相談援助演習Ⅱ～Ⅴ、相談援助実習指導Ⅰ・

Ⅱ、相談援助実習、基礎演習、プレゼンテーション、研
究演習、相談援助（短期大学幼児保育学科）。

【主要業績】　「在宅高齢者における一般的セルフ・エフィカ
シーとソーシャル・サポートとの関連」日米高齢者保健
福祉学会誌（2008年３月）、「在宅高齢者における社会参
加活動とセルフ・エフィカシーとの関連」社会事業研究
（2012年１月）、「高齢化と情報化の緊張関係に関する
一考察―当事者の意向把握をはじまりとする視点から
―」福祉研究（2013年２月）。

【社会における活動】　日本社会福祉士養成校協会国家試験
対策委員会執筆委員、社会福祉法人葛飾福祉館理事・評
議員、特定非営利活動法人災害福祉研究会理事等。

【所属学会】　日本社会福祉学会、日本地域福祉学会、日本
社会福祉教育学会等。

■石橋　　修（いしばし・おさむ）

　1953（昭和28年）年生まれ。青森県大畑町（現むつ市）出
身。早稲田大学大学院文学研究科博士前期課程修了。文
学修士。専門は社会教育、教育法学。青森山田高校教諭、
青森大学文化センタ－次長、青森短期大学講師、助教授、
青森大学社会学部准教授、青森大学社会学部教授を経て
2013年４月より現職。弘前大学、青森県立保健大学、青
森大学非常勤講師。担当科目は教育原理、道徳教育の研
究、教育相談、基礎演習、教職実践演習、プレゼンテー
ション。主たる業績として「地域の教育力と子ども」青森
社会教育研究会『子どもの育ちと地域』（2011年４月）、「地
域の教育力と子どもの権利」子育ちと地域学研究会研究叢
書（2012年３月）、「社会教育における若者支援の動向と今
後の課題」青森県環境生活部『自立支援のための実態把握
調査報告書』（2013年３月）等がある。
所属学会は教育法学会、文化社会学会。その他、青森社会
教育研究会（会長）、子どもの権利条約総合研究所研究員、
陸上競技部部長。

■加来　聡伸（かく・あきのぶ）

　1981（昭和56年）年生まれ。千葉県出身。東京農業大学
院生物産業学研究科修了。博士（経営学）。専門分野は農
業経済学、農業経営学、林業経済学。東京農業大学生物資
源開発研究所オホーツク実学センター博士研究員、財団法
人都市農山漁村交流活性化機構プロジェクトきこう部研
究員（東京農工大学アグロイノベーション高度人材養成セ
ンターによる養成者として）、八戸大学総合研究所研究員
を経て2013年４月より現職。担当科目は、新農業ビジネ
スⅡ（栽培）、農業実技、農業金融・農協概論、農業経営、
農業経営設計、基礎演習、プレゼンテーション、研究演習
Ⅲ、研究演習Ⅳ。主要業績（論文）は、「戦後林業政策にお
ける転換点と地域林業の再生―オホーツク地域を中心と
して―」、「「持続可能な森林経営」を目指す地域林業形成
の取組―網走地域を事例として―」、「CurrentStatusand-
IssuesSurroundingEcotourismintheShiretokoRegion
（WorldNaturalHeritageSite）」等がある。所属学会は日
本農業経済学会、日本農業経営学会、林業経済学会。

ビジネス学部
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